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図 1  Schwartzberg[1992: 22, Pl. III. C. 3]より該当部分を拡大。 
図 2  N. 4092 を修正して掲載。 




図 7 筆者制作 
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図 8 荒牧/Dalayan/中西[2011: 74 (Kanaganahalli22)]から転載。 
図 9 荒牧/Dalayan/中西[2011: 73 (Kanaganahalli21)]から転載。 
図 10 荒牧/Dalayan/中西[2011: 73 (Kanaganahalli21)]から転載し、該当部分を拡大。 
図 11 塚本啓祥[1998a: Fig. 25]を修正拡大した。 
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図 12 樋口隆康(編)[1984: Pl. II–5] 
図 13  Coomaraswamy[1956: Pl.8, Fig.23] 
図 14 Schlingloff[2000: Vol. III, Pl.12]より該当部分を拡大。 
図 15  Coomaraswamy[1935: Pl.33]より該当部分を拡大。 
図 16 荒牧/Dalayan/中西[2011: 70 (Kanaganahalli 15)]から転載。 
図 17 Stone[1994: Fig. 210]より該当部分を拡大。 







第 3 章 
図 19 Coomaraswamy[1956: Fig. 32] 
図 20 Coomaraswamy[1956: Fig. 32] より該当部分を拡大。 
図 21  筆者による現地撮影写真。 
図 22 荒牧/Dalayan/中西[2011: 66, 94]を修正拡大して転載。 
図 23  荒牧/Dalayan/中西[2011: 67, 94]を修正拡大して転載。 
図 24  筆者制作 
図 25  荒牧/Dalayan/中西[2011: 78]を修正拡大して転載。 
図 26  筆者による現地撮影写真。 
図 27  栗田功[2003: Fig. 172] 
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図 28 田辺/前田(編)[1999: Fig. 138] 
図 29  Coomaraswamy[1956: Fig. 251]
図 30 筆者による現地撮影写真。 
図 31  Coomaraswamy[1956: Fig. 62] 
図 32  早島理先生による現地撮影写真 (1989 年 4月 1日現地撮影)。
図 33  Quintanilla[2007: 285]
図 34 肥塚/宮治(編)[2000: 挿図 61]
図 35 Yazdani[1942: Pl. 24(b)] 
図 36 筆者による現地撮影写真。 
図 37 荒牧/Dalayan/中西[2011: 63]を修正拡大して転載。 
図 38 筆者制作
図 39 荒牧/Dalayan/中西[2011: 54]を修正拡大して転載。 
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図 40 Coomaraswamy[1956: Fig. 67] 





図 43  N. 3430 を部分拡大し、修正を加えたものである。 
図 44 N. 3430 を部分拡大した。 
図 45  N. 3430 を部分拡大した。 
 本研究で使用した筆者による現地撮影写真(カナガナハッリ大塔の写真を含む)は、平成 20年
–22年度科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 20520050、研究代表者: 荒牧典俊(京都大学名誉





資料 1～資料 4は全て筆者制作。 








 カナガナハッリ大塔( Lat. 16° 














                                                        
1
 カナガナハッリ大塔の経緯度は Dalayan 博士の記した報告に従う。荒牧/Dalayan/中西[2011: 42]  
Poonacha[2013: 22]にも同様の経緯度が記されている。 
 2007 年にカナガナハッリ大塔を研究調査した則武海源[2008: 14]の報告によると、経緯度を再測定
した結果、正確な所在地の経緯度は Lat. 16° 50’ 07. 3”N, 76° 56’ 03. 2”E であった。そのことは、
Falk[2006: 130]の記した経緯度(Lat. 16° 49’N, 76° 54’E)を訂正したものである。 
 
2
 アショーカ王の法勅は、サンナッティにある Chandralāṃbā 寺院に祀られていた Kālī 像の台座とし
て使用されていたところを発見された。横たわる摩崖法勅は 3 つに分断されており、摩崖法勅の中
央付近には、Kālī 像を設置するための正方形の穴が空けられている。発見時の詳細と、刻まれたア
ショーカ法勅の内容(摩崖法勅第 12章、第 14章 (Rock Edict XII, XIV)、別刻摩崖法勅第 1章、第 2章
(Separate Edict I, II))は、Norman[1991]、Sarma and Rao[1993]、Goyal[2005: 54–60]、Falk[2006: 130–131]
等を参照。 
 現在は、カナガナハッリ大塔の西門正面に、アショーカ法勅のレプリカが設置されており、鑑賞
することが出来る。筆者は、2009 年 4 月に現地で確認することが出来た。 
 
図 1: インド地図 (部分) クリシュナー河流域 



















 Poonacha[2013]によれば、大塔は直径約 26 メートル、その周囲を幅 3. 75 メートルの右繞道が
取り囲んでいる5。右繞道に沿って高さ 2. 55 メートルの欄楯柱 130 本が 36–45 センチメートル
の間隔で設置されている。全ての欄楯柱は崩壊し、貫石を嵌め込んだ完全な姿で残っているも
のは無い。崩壊した欄楯柱を観察すると、2 本の金属の棒が欄楯内部に打ち込まれているもの
が散見され、補強のために金属が使用されていたことは興味深い(→ 図 2 を参照)。大塔の円胴
部表面は石灰岩の講材で組み立てられていて、半円形のドームは完全に崩壊している。中核は
                                                        
3












 Dalayan[2011: 42]の報告では、仏塔は直径 22 メートル。その周囲を幅 3 メートルの右繞道が取り
囲み、欄楯を含めた全体の直径は 28 メートルと記している。 
 








フ石版(Upper drum slabs)が並び、80 セン








(Lower drum slabs)が円環している(→ 図
3 を参照)8。基壇の四方には、5 枚の下段
レリーフ石板(正面に 3 枚、左右に 1 枚ず
つ )によって構成されるアーヤカ基壇
(āyāgaplatforms i.e. āyakaplatforms)が設
置されている(→ 図 4 を参照)。その高さ







                                                        
6
 Dalayan[2011: 42]参照。筆者も現地調査にて肉眼で確認した。 
 
7
 コーニスに刻まれる数点の碑文に、寄進名とコーニスが puphagahaṇi (puṣpa-gahani)であることが
記されている。Nakanishi and von Hinüber[2014: 44–57 (II. 2, 1–10)] 
 
8
 Poonacha[2013: 171]参照。 
 
9
 Nakanishi and von Hinüber[2014: 40–42 (II. 1, 1–2)] 
 
図 3: カナガナハッリ大塔 各部材解説図
図 2: カナガナハッリ大塔 欄楯柱内部 





















                                                        
10
 Poonacha[2013]の扉絵には、南門正面の復元図が掲載されており、図 5 よりも詳細に描き込まれ
ているので参照されたい。 
 
11 Poonacha[2013: 428–431, Pl. CXXII–CXXV] 四方のアーヤカ基壇に設置された仏伝フリーズの主題
については、平岡三保子[2015]による研究発表レジュメに問題点が整理されている。 
 
図 4: カナガナハッリ大塔 西門正面図 
図 5: カナガナハッリ大塔 東門正面復元図









2000 年に出版された Indian Archaeology 1994-5 A Review には、1994 年から 1995 年にかけて
実施されたカナガナハッリ大塔の試験発掘が記されている。試験発掘の段階では、舗装された
右繞道、彫刻された欄楯の一部やレリーフ石版が出土したことが報告されている12。主要な発





翌年の 1 月にはクリスチャン・ルクザニッツ(Christian Luczanits)博士がカナガナハッリ大塔の
現地調査を実施している15。しかし残念なことに、その 1 ヶ月後にアジャイ・シャンカール博
士が交通事故により他界し、1999 年の発表原稿は出版されていない16。 
                                                        
12 ASI[2000: 39–40] 
 
13
 Dalayan[2011: 42]、ASI[2002b: 53–55]、ASI[2003: 93–96]、ASI[2004: 66–67] 
 
14




 筆者は、2011 年 8 月 5–6 日に大谷大学で開催された「浄土教に関する特別国際シンポジウム, (龍
谷大学アジア仏教文化研究センター・国際真宗学会共催)」でポール・ハリソン博士との共同研究発











 Meister[2010: 651, n. 1]にもアジャイ・シャンカール博士の発表原稿が出版されなかったことを記
している。 
 




 それから 9 年の時を経て 2008 年 1 月に、ドイツ・ベルリン自由大学でカナガナハッリ大塔
学術シンポジウムが開催された17。幸いにも筆者は、シンポジウムに参加されたローレ・ザン
ダー(Lore Sander)博士より、そのシンポジウムでの発表資料を頂いている18。発表者の一人であ
るマイケル・マイスター(Michael W. Meister)博士の論考 Meister[2010]には、シンポジウムで討
論されたカナガナハッリ大塔の造営年代について触れた記述がある。それによると、造営年代
については、インド考古局による年代設定が紀元前 2–1 世紀であるのに対して、欧米研究者等










                                                        
17
 ドイツで開催されたカナガナハッリ大塔のシンポジウムについては、松田和信先生より教えて頂
いた。„Der Stūpa von Kanganhalli: Ein Symposium zu einen neu entdeckten buddhistischen Monument im 




„Kanganhalli-Inschriften nach Fotos für Prof Aramaki“ aufgenommen von Maiko Nakanishi (MA) 2009 
geordnet nach ihren Fotonummern.  













 インド考古局より公刊された Poonacha[2013]の報告書には、出版年が 2011 年と記されているが、











 第 1 期 マウリヤ時代: ca. 320BCE (Period I. The Mauryan Period) 
  直径 16 メートル、高さ 7. 5 メートルの仏塔が造営される。 
  カナガナハッリ近郊のサンナッティからアショーカ法勅 (摩崖法勑第 12章、第 14章 
  (Rock Edict XII, XIV)、別刻摩崖法勑第 1 章、第 2章(Separate Edict I, II))が出土23。 
  サンナッティ地域がアショーカ王(ca. 268–233 BCE)の領地下であったことが証明される。 
 
 第 2 期 サータヴァーハナ時代 (Period II. The Sātavāhana) 
  第 1 段階 (Phase I) 紀元前 1世紀頃～紀元後 1 世紀 (ca. the 1th century BCE / CE) 
   第 1期に造営された仏塔を石灰岩のブロックが覆蓋し、円胴部に上段レリーフ石板が設
   置される。その上段レリーフ石版(Kanaganahalli 2124)には、シムカ王在位 16 年 
   ([AMS. Purāṇa] 36 BCE / [SB. Coin] 64 BCE)に寄進されたことを記す碑文がある25。
   基壇には下段レリーフ石板が設置され、その上にコーニスが載る。いくつかの下
   段レリーフ石板には、祇園精舎布施図26、法輪図27、僧院図28が彫刻される。右繞
   道と欄楯が付設される。 
  第 2 段階 (Phase II) ～紀元後 2世紀初頃 (the early 2nd century CE) 
   新たな下段レリーフ石板を追加し、基壇が拡張される。上段レリーフ石板にも新しく、複 
   数のサータヴァーハナ王の肖像を描いた上段レリーフ石板が設置される29。上段レリーフ
   石板上部に、動物の装飾帯フリーズが施される。アーヤカ基壇の原型がこの段階で設 
                                                        






 荒牧/Dalayan/中西[2011: 73, 92]、Poonacha[2013: 406, Pl, C. 464, no. 101. 495, Pl. CXLIII, A] 
 
25
 Nakanishi and von Hinüber[2014: 28 (I. 3. Pl. 1)] 
 
26
 Poonacha[2013: 361, Pl. LV, A, B] 
 
27
 Poonacha[2013: 357, Pl. LI, A] 
 
28
 Poonacha[2013: 361, Pl. LV, C] 
 
29
 Poonacha[2013: 628]には、4 名のサータヴァーハナ王(Sātakarṇi、Mātalaka、Sundara Sātakarṇi、
Vāsisṭhiputra Puḷumāvi (Puḷumāvi II))の肖像が設置されたと記す。 
 




   置された可能性がある。ヴァーシシュティプトラ・シュリー・プルマーヴィ(プルマーヴィ 2 
   世)王の在位 35年([SB. Coin] 120 CE)に寄進された上段右繞道の床板(floor slab30 / 
   paṭa i.e. paṭṭa )が設置される31。 
  第 3 段階 (Phase III) 紀元後 2世紀中～3世紀 (the mid 2nd century CE～the 3rd century CE) 
   基壇をさらにレンガで取り囲んで拡張し、四方にアーヤカ基壇が構築される。その上部 
   には、仏伝フリーズが施されたコーニスが付設される32。東のアーヤカ基壇のみ、4本の
   アーヤカ柱が設置される33。 
   既存の下段レリーフ石板は再利用し、新たに彫刻が刻まれた下段レリーフ石板を加える
   ことで、基壇の拡張部分が補充される。それに伴い、同じく欄楯と右繞道も拡張される。 
   欄楯柱の背面にヴァーシシュティプトラ・シュリー・サータカルニ王の在位 6 年([AMS.  
   Purāṇa] 125 CE / [SB. Coin] 131 CE)と刻まれる寄進銘あり34。 
第 4 段階 (Phase IV)35 
   大乗仏教の隆盛期に呼応して、南と西のアーヤカ基壇上に仏立像が設置される36。北と
   東のアーヤカ基壇上には、仏坐像を導入。右繞道上の四維に 2体ずつ過去仏坐像が 
   配置される37。 
  第 5 段階 (Phase V)38 ～紀元後 3世紀中頃 (the mid 3rd century CE) 
                                                        
30
 Poonacha[2013: 439–440]を参照。 
 
31
 Falk[2009: 201–205]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 31–33 (I. 8. Pl. 2)]、Poonacha[2013: 458, no. 75. 




位 11年([AMS. Purāṇa] 216 CE / [SB. Coin] 211 CE)と記す寄進銘があるので、コーニスは 3 世紀初に
設置されたと考えられる。Nakanishi and von Hinüber[2014: 38 (I. 13. Pl. 5)] 
 
33 序論: 註 9 を参照。 
 
34
 Nakanishi and von Hinüber[2014: 34–35 (I. 10. Pl. 3)] 
 
35
 第 4段階(Phase IV)を Poonacha[2013: 629–630]の第 9 章:「年代論」に従って記しているが、第 4
章:「彫刻」の編年を記す箇所 Poonacha[2013: 167–168]では、第 9 章の第 5 段階(Phase V)の内容が記
されている。 
 
36 Poonacha[2013: 432, Pl. CXXVI] 
 
37 Poonacha[2013: 433–434, Pl. CXXVIIA, B, C, D–CXXVIIIA, B, C, D]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 
76–80 (II. 7, 1–9. Pl. 24–26)] 
 
38
 序論: 註 35で指摘したように、第 4 章: 「彫刻」の箇所 Poonacha[2013: 168]では、第 5 段階(Phase V)





 シュリー・プルマーヴィ(プルマーヴィ 4世)王の在位時に([AMS. Purāṇa] 225–230 CE /
 [SB. Coin] 225–240 CE)寄進されたことを記す銘文あり39。 
 
 カナガナハッリ大塔の原型は第 1 期マウリヤ時代まで遡るが、Poonacha[2013]によると、その
塔内やアーヤカ基壇の内部から舎利容器などの奉納物が出土したという報告は無い40。このこ
とは、カナガナハッリ大塔の造営目的を理解する際に留意すべき点である。 
 続く第 2 期サータヴァーハナ時代には、初代のシムカ王と、王朝最後の王とされるマータリ
ープトラ・シュリー・プルマーヴィ王の年紀付き寄進文があるので、サータヴァーハナ王朝前期(the early 











                                                                                                                                                                  
に仏立像と坐像が設置されたと記しており、第 4章: 「彫刻」の第 4段階(Phase IV)と第 5段階(Phase V)
が第 9 章の年代論で記される編年とは逆に記されてしまっている。 
 
39










 サータヴァーハナ王朝の前期・後期の年代については、Shimada[2013: 48–58]を参照。 
 
42
 個別の上段レリーフ石板についての先行研究は、序論：註 20を参照。 
 







(→ 資料 3: インド仏教遺跡地図を参照)。その上段レリーフ石板について、0. 3. 1: 外観的特徴、
0. 3. 2: 出土状況と配列問題、そして 0. 3. 3: 制作年代と図像表現の 3 つに分けて順に整理する
ことで、現状把握に努めたい。 
0. 3. 1 
上段レリーフ石版の外観的特徴 
 




蓮弁で装飾された欄楯文様が彫刻されている。縦の長さは全てのレリーフ石版が 3. 30 メート
ル程度であるのに対して、横の長さはレリーフ石版によって差異があるが、一番横幅が広い石




図 6 を参照)。 
                                                        
43 荒牧/Dalayan/中西[2011: 91–92, 102]、Poonacha[2013: 410–411, Pl. CIV–CV] 
 
44
 序論: 註 29を参照。 
 
45
 例えば、上段レリーフ石板 Kanaganahalli 07 は、上段がヤクシャ塔廟への参拝図であり、下段が
帝釈窟説法図であることが碑文の解読により比定されている。 
荒牧/Dalayan/中西[2011: 66]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 92–93 (III. 2, 4), 95–96 (III. 2, 12)] 
 
46
 Poonacha[2013: 86] 一番横幅が狭い石板で、1. 15 メートルである。 
 






 ①  両端に壁柱の無い上段レリーフ石版 2 枚 (Kanaganahalli 0147・37/2448) 
 ②  両端に壁柱のある上段レリーフ石版 2 枚 (Kanaganahalli 1049・14/1950) 
 ③  右側に壁柱のある上段レリーフ石版 37 枚 
 ④  左側に壁柱のある上段レリーフ石版 18 枚 
 
 図 6 でみるように、①③④に分類した上段レリーフ石版の壁柱の無い接続部分には、隣り合う次のレ
リーフ石版の壁柱が組み合わさる。この 4 タイプに分類されるレリーフ石版の全ての両端に壁柱がある
ように配列して、59枚の上段レリーフ石板はストゥーパの円胴部を円環している。 
                                                        
47
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 63]、Poonacha[2013: 387, Pl. LXXXI] 
 
48
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 80, 98]、Poonacha[2013: 424, Pl. CXVIII] 
 
49
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 67, 94]、Poonacha[2013: 396, Pl. XC] 
 
50
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 70, 95]、Poonacha[2013: 408, Pl. CII] 
 
図 6: 上段レリーフ石板 タイプ別解説図


















る原因であると言える。現在の上段レリーフ石板の状態は、現地の最新情報(2017 年 2 月)によ








ガナハッリ大塔の調査を実施した 2009 年の段階は、大塔周囲の平地に 59 枚のレリーフ石版が
                                                        
51









 Poonacha[2013: 140, Pl. XXVIIIA]にも同様の写真が掲載されている。 
 







図に記録した通りである(→資料 1 を参照)54。 






 2. 発掘作業終了段階: 2009 年～2016 年迄55 
 筆者による 2009 年の現地調査に基づく上段レリーフ石板の配置  (→資料 1 を参照)。 
 基壇に遺された上段レリーフ石板の下部分を平地に移し、出土した石板断片と接合させた
 状態で平置きにされている。 
















 平岡三保子博士が現地調査を実施した 2015 年には、未だ上段レリーフ石板は大塔の周囲に置かれ
ていたとお聞きしている。2015 年段階の現地情報は、科研「中央アジア仏教美術の研究－釈迦・弥
勒・阿弥陀信仰の美術の生成を中心に－」2015 年度第 3 回研究会に出席した際の情報である。平岡
[2015]を参照。 
 






仏伝図が連続して並んでいたと判断できる(→図 7 を参照)。 






















































































































円胴部に導入された時期が 2 回あることが判明している。1 回目の設置は、第 2 期 サータヴァ
ーハナ時代の第 1 段階 (紀元前 1世紀頃)に行われており、そのことは、シムカ王の在位年を記した寄
進文によって明らかとなった57。この寄進文が記された Kanaganahalli21 には、次章で考察する＜雪山
地方への伝道伝説＞が図像化されている。 
 2回目の設置は、第 2 期サータヴァーハナ時代の第 2 段階 紀元後 2世紀初頃)に行われている。
基壇の拡張に伴って上段レリーフ石板が追加された。Poonacha[2013: 628]によると上段レリーフ石




らの王名のうち、プルマーヴィ王が最も年代が下るので、彼の在位期間 ([AMS. Purāṇa] 91–118
年 / [SB. Coin] 85–125 年)である 2 世紀初を 2 回目の設置時期としておくのが妥当であろう。そ
れ以外に追加された上段レリーフ石板がどの程度あったのかは、第 2 期第 1 段階の上段レリーフ石
板の解明と合わせて今後の研究課題となる。 
 次に、上段レリーフ石板の図像表現を概観する。資料 2: 上段レリーフ石板一覧表で表示した仏
伝やジャータカが上段レリーフ石板の主な主題であるが、それに加えて特筆すべきことは、上記した 5
名のサータヴァーハナ王の肖像と複数のナーガ像が見出されたことであろう。古代初期インド美術の段
                                                        
57
 序論: 註 25を参照。 
58 Kanaganahlli58 = 荒牧/Dalayan/中西[2011: 90, 101]、Poonacha[2013: 463, no. 96, Pl. CXXXIX. 4] 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 29 (I. 4)] 
 
59 Kanaganahlli59 = 荒牧/Dalayan/中西[2011: 91, 102]、Poonacha[2013: 464, no. 102, Pl. CXXXIX. 10] 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 30 (I. 7)] 
 
60 Kanaganahlli40 = 荒牧/Dalayan/中西[2011: 81, 98]、Poonacha[2013: 463, no. 94, Pl. CXXXIX. 2] 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 29–30 (I. 5)] 
 
61 Kanaganahlli30 = 荒牧/Dalayan/中西[2011: 77, 97]、Poonacha[2013: 477, no. 240, Pl. CXI, A, B] 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 30 (I. 6)] 
 
62 Kanaganahlli39 = 荒牧/Dalayan/中西[2011: 81, 98]、Poonacha[2013: 463, no. 99, Pl. CXXXIX. 7] 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 33–34 (I. 9)] 
 
















フリーズには、一貫してブッダの身体的表現が描かれていない67。ブッダの姿は、第 2 期:第 4 段








 サーンチー第 1 塔は、原型がマウリヤ時代に創建された後、複数回の増改築を経て現在の姿にな
っている。仏伝やジャータカが彫出される欄楯は、南門に刻まれる碑銘によりサータヴァーハナ王





224, Amarāvatī 2] 
 
65
 サータヴァーハナ王家がバラモンであることは、ナーシク石窟、窟院 No. 3 の寄進文に刻まれる
内容から知ることが出来る。ゴータミープトラ・サータカルニ王に対して、「唯一のバラモン」と称
している。塚本啓祥[1996: 490–494, Nāsik 4] 
 
66































                                                                                                                                                                  

















カ王の時代まで、およそ 1500 年の間本格的な造形活動をみない」宮治昭[1981: 12]を引用。他に 肥
塚/宮治編[2000: 10]、荒牧典俊[2006: 57–58]、島田明[2010: 270]にも同様の記述がある。 
 
71 Nakanishi and von Hinüber[2014: 18] 
 












段レリーフ石板のうちブッダの伝記に関係する図像を記した表を提示する(→表 1、表 2 を参照)。 
 
表 1. 仏伝図 1 一覧表 
仏伝図 ADN 科研 MASI106. 
1 託胎霊夢  03 LXXXIII. B 
2 仏母マーヤーの身支度  02 下段 LXXXII 
3 誕生・七歩  15 下段 LXXXV. B 
4 ヤクシャ塔廟への参拝  07 上段 LXXXVII. A 
5 出城  08 上段 LXXXVIII. A 
6 御者と愛馬の帰城  08 下段 LXXXVIII. B 
7 頭髪礼拝  09/05 LXXXIX. B 
8 スジャーターの粥供養  10 下段 XC. B 
9 竜王の供養  10 上段 XC. A 
10 降魔敗退  11/08 XCI. A, B 
11 成道  12 XCII. A, B 
12 ムチャリンダ竜王  27/18 上段 LVII.A / CVI. A 
13 初転法輪  01 上段 LXXXI. A 
14 舎利争奪  14 XCIV. A, B 
15 舎利分配  04 XCV. A, B 




16 舎利運搬  16 ・17/09 XCVI. A, B 
17 ラーマグラーマの仏塔  46 上段 CXX. A 
 
 
表 2. 仏伝図 2 一覧表 
説話・説法図 ADN 科研 MASI106.
18 七葉窟での説法  04 LXXXIV B 
19 帝釈窟説法  07 下段 LXXXVII B 
20 カラティカ山での説法  13 XC III 
21 従三十三天降下  26/17 CIII  
22 
祇園精舎布施
 × LV A 
23  × LV B 
24 転輪聖王  48 LXXI. A, B 
25 
ウダヤナ王伝説 
 49 LXXII. A, B 
26  50 LXXIII. A, B 
 
 
 上記した表 1. 仏伝図 1 一覧表には、仏伝文学に記される仏伝場面を時系列に並べて表示して 
るが、上段レリーフ石板がこの順番通りに並んでいたとは言い難い72。続く、表 2. 仏伝図 2 一覧表に
は、初転法輪から涅槃までの期間にブッダが行った教化活動に関するエピソード等をまとめている。本






                                                        
72 上段レリーフ石板の上段区画、下段区画で主題が異なり、2 つの主題が時系列に並んでいないレ
リーフ石板があることは序論  註 45に記しているので参照されたい。 
 



























年によると 2 回の設置時期があることが判明している。まずはじめに、その 1 回目の設置時期
である第 2 期第 1 段階(紀元前 1 世紀頃)に導入された Kanaganahalli 21 の考察を行い、レリーフ石
板に込められた仏教僧団側の意図を探りたい。 
                                                        
73 序論: 註 56を参照。古代初期インド美術の配列傾向については、第 5 章で祇園精舎布施図中の神変図
を考察する際にも解説している。第 5 章: 註 290 を参照。 
74 アジャンター第 10窟(前期石窟)の左側壁面には、8 つの仏伝場面が時間の経過に沿って一連に並んで
いる。これが、現在、解明された最も早期のブッダの伝記であり、古代初期インド美術のなかで唯一の作
例である。それぞれの仏伝場面は、第 4 章: 註 249 を参照。 
ADN 科研. MASI106. Coom1956. MF. 位置 碑文 出土地 碑文
1 託胎霊夢 　03 LXXXIII. B Fig. 61 B19 bhagavato ūkraṃti Pl. 50a–1 東門北柱内側第2区画 Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 1] 
2 仏母マーヤーの身支度 　02   下段 LXXXII IV. 11 ] + yana māyā ca × no. 247




Schmidt[2010: Bild 3, 4]
4 ヤクシャ塔廟への参拝 　07　上段 LXXXVII. A III. 2, 4 sākiyavaḍana(ṃ) ce{ra}tiya(ṃ) CXL. 13 no. 121 Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 5]
Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 24]
Sivaramamurti. Pl. 17–1 naranjarā  ……gamanam
6 御者と愛馬の帰城 　08　下段 LXXXVIII. B
7 頭髪礼拝 　09/05 LXXXIX. B III. 2, 6 cuḍāharana(ṃ) CXL. 16 no. 124  Figs. 30, 32 B22 bhagavato chūḍāmaho Pl. 18–b3 南門西柱側面第3区画
8 スジャーターの粥供養 　10　下段 XC. B Pl. 19–d4 南門東柱内面第4区画 Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 31]
9 竜王の供養 　10　上段 XC. A
10 降魔敗退 　11/08 XCI. A, B III. 2, 10 mārabhago CXL. 17 no. 125 Fig. 145       × Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 34]
12 ムチャリンダ竜王 27/18 上段 LVII.A / CVI. A III. 2, 11 nāgarāyā mu(ju)lido × no. 244 B31a muchilido nāgarāja Pl. 19–c1 南門東柱正面第1区画
Qizil 110 Schmidt[2010: Bild 37]
14 舎利争奪 　14 XCIV. A, B IV. 3 upayāna CXL. 22 no. 130
15 舎利分配 　04 XCV. A, B III. 2, 29 sariravibhago CXL. 14 no. 122
16 舎利運搬 　16 ・17/09 XCVI. A, B III. 2, 30 sariravibhago CXL. 21 no. 129 Fig. 15       ×
17 ラーマグラーマの仏塔 　46 上段 CXX. A III. 2, 31 rāmagāmilo aṭhabhāga thuvo upari CXL. 24 no. 132 Pl. 11–2 南門正面第2横梁
　
1 七葉窟での説法 　04 LXXXIV B III. 2, 13 satipaṇaguhā CXLI. 8 no. 142
2 帝釈窟説法 　07 下段 LXXXVII B III. 2, 12 idasālaguhā CXL. 10 no. 119 Fig. 63 B35 idasālaguha Pl. 35–b1 北門東柱側面第1区画
3 カラティカ山での説法 　13 XC III IV. 5 khalatiko pavato CXL. 19 no. 127
大英図書館蔵ドローイング WD1061. f. 74
塚本. Amar. 210. Sāvathi
塚本. Amar. 211. Jetavana
Anādhapiṇḍikasa ārāmo
nos. 24–26
7 転輪聖王   48 LXXI. A, B III. 3, 1 rāyā cakavaṭi sataradano CXXXIX. 6 no. 98
8   49 LXXII. A, B III. 3, 5 rāyā uy(e)ne CXXXIX. 8 no. 100
9   50 LXXIII. A, B III. 3, 6 devi sāmivatī CXLI. 6 no. 140
1 No. 402 Sattubhasa-jātaka   51　上段 LXXIV. A III. 1, 1 jātakaṃ senakiyaṃ upari CXL. 7 no. 115
2 No. 407 Mahākapi-jātaka   45 LXX. A, B III. 1, 2 jātaka aridamiya CXL. 6 no. 114 fig. 68 Pl. 64–a1 西門南柱正面第1区画
3   54 LXXV. A, B III. 1, 3 jātakaṃ sadiniyaṃ CXXXIX. 16 no. 108
4   55 LXXVI. A, B III. 1, 4 jātakaṃ sadiniyaṃ × ×
5 *No. 497 Velāma-jātaka   23/16 LXII. A, B III. 1, 5 jātaka velāmiya CXL. 8 no. 116
6 *No. 498 Mahāgovinda-jātaka   27/ 18 CVI. B III. 3, 4 rāyā mahāgovido × no. 241
7   41 LXVI A, B III. 1, 6 jātaka(ṃ) chadatiya(ṃ) CXXXIX. 11 no. 103
8   42 LXVII. A, B III. 1, 7 jātaka(ṃ) chadatiya CXXXIX. 12 no. 104
9   43 LXVIII. A, B III. 1, 8 jātaka(ṃ) chadatiya(ṃ) CXXXIX. 13 no. 105
10 No. 517 Dakarakkhasa-jātaka   44 LXIX. A, B III. 1, 9 jātaka da (ga )rakhas[iya CXXXIX. 14 no. 106
11   52/22 LXXVIII. A, B III. 1, 10 jātakaṃ sudasomiyaṃ CXL. 2 no. 110
12   53 LXXVII A, B III. 1, 11 jātakaṃ sudasomiyaṃ × no. 243
13   56 LXXIX. A, B III. 1, 12
jātaka(ṃ) vidurapuṇakuyaṃ
toḍagahapatino deyadhama sava
CXL. 1 no. 109
14   57 LXXX. A, B III. 1, 13 jātaka(ṃ) vidurapuṇakuya(ṃ) CXXXIX. 15 no. 107
15   24/15 LXIII. A, B III. 1, 14 jātaka vesatariya CXL. 3 no. 111 Pl. 23a, 25–1 北門正面第3横梁
16   20 LXIV. A, B III. 1, 15 j(ā)taka vesatar(i)ya CXL. 9 no. 117 Pl. 29–3, 33–1 北門背面第3横梁
17 No. 255 Suka-jātaka 21/29 LXV. B III. 1, 16 sukajātaka CXL. 5 no. 113
18 No. 502 Haṃsa-jātaka 21/29 上段 LXV. A III. 1, 17 hasajātaka upari CXL. 4 no. 112 Fig. 103 B41 haṃsa jātaka










Amarāvatī Museum, No. 405:  Zin[2007: Fig. 1]
Government Museum, Madras No. 147:
Zin[2010: Fig. 3]
Sivaramamurti. Pl. 32–3   Amarāvatī Museum, No. 879







































Pl. 34–c 北門西柱正面第1区画 Kausambī
Fig. 72
Sivaramamurti. Pl. 63–5










Fig. 31      　　 　    ×
祇園精舎布施6 × LV B III. 2, 25–27
25. piyeka<ra>m(ā)tu bhavana
26. ayasa sāriputasa vihāro
27. ayasa ānadasa vihāro
CXXXII. 3–5
Fig. 67
5 CXXXIII. 1–7 nos. 34–40
Pl. 34–a2 北門東柱正面第2区画
Amarāvatī Museum,
No.62: GS. Pl. 41.
全集13. 挿図104
CXL. 18 no. 126
18. ayasa ānadasa 19. kosabakuṭi
20.caka(mo) 21. utupāno 22. ayasa rā
hula 23. bhagavato 24. yakhi
piyekaramātā
III. 2, 18–24LV A
Amarāvatī
Sivaramamurti. Pl. 30–1, 50–2 Knox. nos. 74, 77
×
Knox. nos. 41, 61, 70, 71, 74, 75, 77, 104
Knox. nos. 61, 75
Sivaramamurti. Pl. 42–1  Knox. nos. 8, 37, 70, 83, 84
Knox. nos. 8, 63, 74, 86, 88, 89




Knox. nos. 11, 38, 63, 74, 77, 81–84, 88, 89, 93, 101
Sivaramamurti. Pl. 14–2, 43–1
Knox. nos. 27, 68
Knox. nos. 11, 49, 57, 72–76, 84, 103
Knox. no. 11
Knox. nos. 5, 11, 49, 51, 55, 63, 69, 71, 73–76

























B23 bhagavato sakamunino bodho
  × 
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　08　上段 LXXXVIII. A III. 2, 5 abhinikhama CXL. 15 no. 123
 Sāñcī その他
出典一覧
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第 1 章 
上段レリーフ石版 No. 21 と No. 22 －雪山地方への伝道図－ 
 
 Poonacha[2013: 623–630]によるカナガナハッリ大塔の編年に従うと、上段レリーフ石板は、
第 2 期サータヴァーハナ時代の第 1 段階(Phase I)に、第 1 期マウリヤ時代の仏塔に石灰岩のブロ
ックが覆蓋したと同時に、円胴部へ設置されたとする75。第 2期第 1段階は紀元前 1世紀頃(ca. the 1th 
century BCE / CE)に設定されており、その根拠となるのは、Kanaganahalli 21 の上枠に刻まれたサー
タヴァーハナ王朝初代シムカ王在位 16 年 ([AMS. Purāṇa] 36 BCE / [SB. Coin] 64 BCE)に寄進さ
れたことを記す碑文が挙げられている76。仏伝図の考察に入る前に、59 枚の上段レリーフ石板
のうち、最も早期に設置された Kanaganahalli 21 の図像表現を解明することによって、カナガ
ナハッリ大塔に導入されたレリーフ石板の制作意図を探りたい。 
 Kanaganahalli 21 には、＜高僧たちによる雪山地方への伝道伝説＞(以下、伝道伝説と呼ぶ)が
隣り合う 2 枚の上段レリーフ石板を用いて図像化されている77。この図像は、ブッダや仏弟子78
以外の仏教徒が描かれた最初期のレリーフであり、インド内陸部においては類例が無い。 
 次節からは、関連する文献資料と先行研究の精査を行い、続いて Kanaganahalli 21 と
Kanaganahalli 22 の図像表現の考察に入ることにする。 
 
                                                        
75




 序論: 註 25 を参照。 
 
77
 Poonacha[2013] は伝道伝説に関するレリーフが、6 枚のレリーフ石板(16 (III. 3, 2), 18/10 (IV. 1), 19, 
21 (III. 3, 3), 22 (II. 8, 4), 14/19 (II. 4, 23))を用いて描かれているとする。Poonacha[2013: 285–291, Pl. 
97–102]を参照。本研究では、配置場所が特定可能であり、隣接して配置される 2 枚のレリーフ石板
(21 (III. 3, 3), 22 (II. 8, 4))を研究対象とする。 
 
78
 本研究で言及する仏弟子とは、Aṅguttaranikāya, 1. Ekanipāta, 14. Etadaggavagga (AN i, 23–26) = 『増
一阿含経』 第三 「弟子品第四」、「比丘尼品第五」、「清信士品第六」、「清信女品第七」[T. 2, No. 125, 
557a16–560c4] = 『阿羅漢具徳経』 [T. 2, No. 126, 831a4–834b23]に記される優れた 75人の仏弟子(=是第
一弟子)を指す。その 75人の仏弟子については、Bunchird[2005][2007]に詳しく、特に仏弟子の名を整理し
た Bunchird[2007: 7, 表 1–1, 〈資料 2〉「各伝承における「是第一弟子」の対応表」]を参照した。  
























 (1)  Suttanipāta vv. 153–180 (1. Uragavagga, 9. Hemavatasutta82)  
 (2)  『別訳雑阿含経』 (328) [T. 2, No. 100, 483c17–485a23] 失訳 350–431 CE 
 (3)  『雑阿含経』 (1329) [T. 2, No. 99, 365c6–367b4] 求那跋陀羅訳 435–436 CE 
 (4)  『佛説義足経』83 第 13 経「兜勒梵志経」84 [T. 4, No. 198, 183b16–184c23] 支謙訳  
                                                        







 雪山夜叉についてはいくつかの断片記事が見られる。DN 32: Āṭānāṭiyasutta (DN iii, 204, 31)、Jātaka 
No. 347: Ayakūṭajātaka (Jā iii, 145, 20–147, 16)、Jātaka No. 536: Kuṇālajātaka (Jā v, 419, 18–420, 11) 
 
82
 Paramatthajotikā II (Pj II, 193–216) では、前世で善根を積んだ 2人の者が過失によって現世で夜叉とし
て生まれたことを記す。  
 
83 『佛説義足経』と Paramatthajotikā II に説かれる因縁物語を比較考察した南清隆[1986]によれば、
『佛説義足経』の因縁物語に登場する人物名が北伝の対応経に一致することを指摘している。拙稿





  223–253 CE 
 (5) 『佛説立世阿毘曇論』85 第 1 巻 第 4 経「夜叉神品」[T. 32, No. 1644, 176c4–178b10] 眞
  諦訳 559 CE 
 (6)  Dīpavaṃsa Ch. 8, v. 10.86 
 (7)  Mahāvaṃsa Ch. 12 v. 6,87 v. 41.88 
 (8)  Samantapāsādikā89 
 
 これら雪山夜叉について伝承する諸文献は 2 系統に分類される。雪山夜叉がブッダの教えを聞
いて帰依したことを語る系統(1)–(5)と、雪山夜叉が長老達の説法により帰依したことを語る系統
(6)–(8)である90。両者共に、雪山を住処とする夜叉の集団が教化される話であることは共通している。
前者は、Suttanipāta の古層に位置する Hemavatasutta とそれに対応する漢訳であり、内容は「雪
山夜叉が七岳夜叉と共に斎会に出かけて、ブッダの教えを聞いた後に仏教に帰依する」という
ものである91。 
                                                                                                                                                                  




84 『佛説義足経』「兜勒梵志経」の詩節は、Suttanipāta vv. 915–934 (4. Aṭṭakavagga, 14. Tuvatakasutta)に対
応し、その前半部分に Suttanipātaの Hemavatasutta と同じ内容が由来物語として記されている。それに対し













 Mhv, 94, 12–13. 
 
88
 Mhv, 98, 5–6. 
 
89










叉」(]kh(o) sādāgiro)と記され、この払子を抱えた人物が七岳夜叉であることが分かる。Nakanishi and von 
Hinüber[2014: 83 (II. 8, 5)] そのことは、筆者が現地で撮影した写真(N. 3751)を用いて確認した。










 Sn vv. 168–169 = SN 1. 1: Devatāsaṃyutta 7. 10, Loka (SN i, 41, 2–5) = 『別訳雑阿含経』 
 (235) [T. 2, No. 100, 459a27–459b2] = 『雑阿含経』 (1008) [ T. 2, No. 99, 264a9–264a13]  
 
問答 2
 Sn vv. 170–172 = SN 1. 1: Devatāsaṃyutta 3. 10, Enijaṅgha (SN i, 16, 7–12) = 『別訳雑阿
 含経』 (177) [T. 2, No. 100, 438a26–438b3] = 『雑阿含経』 (602) [T. 2, No. 99, 161a10–161a16]  
 
問答 3
 Sn vv. 173–175 = SN 1. 2: Devaputtasaṃyutta 2. 5, Candana ( SN i, 53, 14–21) = 『別訳雑
 阿含経』  (178) [ T. 2, No. 100, 438b12–438b20] = 『雑阿含経』  (1269) [T. 2, No. 99, 
 348c13–348c19]  
 
 このような Saṃyuttanikāyaに平行偈が回収できることに対して村上/及川[1986: 52]は、Suttanipātaの
Hemavatasutta が Saṃyuttanikāya の詩節を取り入れて出来たとみる可能性を記している。この 3 つの
問答のうち、最も具体的な解答を記した問答 2 では、ブッダが 5 種の欲望の対象に加えて 6 つ
目には「意(Skt. manas-)」が存在することを説いている。問答 2 の平行偈 Saṃyuttanikāya 1. 1: 
Devatāsaṃyutta 3. 10, Enijaṅgha を取り上げて、質問と説法内容を確認しておく。 
 
 enijaṅghaṃ kisaṃ vīraṃ || appāhāram alolupaṃ || 
 sīhaṃ v’ekacaraṃ nāgaṃ || kāmesu anapekkhinaṃ || 
 upasaṅkamma pucchāma || kathaṃ dukkhā pamuccatīti || || 
 Saṃyuttanikāya (SN i, 16, 6–9) = Suttanipāta: Hemavatasutta, v. 165, v. 170 
                                                                                                                                                                  
Poonacha[2013]には、碑文の写真  (Pl. CXXXIII. 8) のみが掲載されているが、それに対応する下段レリーフ
石板全体の画像は掲載されていない。 
 









 pañcakāmaguṇā loke || mano chaṭṭhā paveditā || 
 ettha chandaṃ virājetvā || evaṃ dukkhā pamuccatīti || || 
 Saṃyuttanikāya (SN i, 16, 10–11) = Suttanipāta: Hemavatasutta, v. 171 






                                                        
92 Saṃyuttanikāya 1. 1: Devatāsaṃyutta 3. 10, Enijaṅgha に記されるブッダの解答と同様の内容が、『別訳雑
阿含経』と『雑阿含経』に見られることを荒牧典俊[1983: 9]が取り挙げている。この箇所は、魔の問いかけ
に対するブッダの返答であり、この詩節に対応するニカーヤ、Saṃyuttanikāya 1. 4: Mārasaṃyutta 2. 5, 
Mānasaṃではブッダの返答が漢訳とは異なっている。以下に漢訳の対応箇所を提示する。 
 
 『別訳雑阿含経』(25) [T. 2, No. 100, 381c10–13]  
 世間有五欲 愚者爲所縛 
 能斷此諸欲 永盡一切苦 
 我已斷諸欲 意亦不染著 
 波旬應當知 我久壞欲網 
 
 =『雑阿含経』(1086) [T. 2, No. 99, 285a10–13]  
 我説於世間 五欲意第六 
 於彼永已離 一切苦已斷 
 我已離彼欲 心意識亦滅 
 波旬我知汝 速於此滅去 
 
 ここに、欲望の対象が 5種から「意 manas-」を加えた 6種へと展開する新しい思想の萌芽がみられ、それが




 また、Hemavatasutta と同じ内容を伝承する『別訳雑阿含経』(328)と『雑阿含経』(1329)  には、2 つの
問答が追加されている。 
 





 ime dasasatā yakkhā iddhimanto yasassino 
 sabbe taṃ saraṇaṃ yanti, tvan no satthā anuttaro.  




 te mayaṃ vicarissāma gāmā gāmaṃ nagā nagaṃ 
 namassamānā sambuddhaṃ dhammassa ca sudhammatan ti.  




                                                                                                                                                                  
問答 4
 『別訳雑阿含経』 (328) [T. 2, No. 100, 484c10–484c16] = 『雑阿含経』 (1329) [T. 2, No. 99, 
 366c16–366c23]  
問答 5 
 『別訳雑阿含経』 (328) [T. 2, No. 100, 485a4–485a12a] = 『雑阿含経』 (1329) [T. 2, No. 99, 
 367a9–367a17]  
 問答 5 は、Suttanipāta: 1. Uragavagga, 10. Āḷāvakasutta vv. 183–184 に平行偈が存在する。 
その他の平行偈は次の通り。SN 1. 10: Yakkasaṃyutta 12, Āḷavam (SN i, 214, 25–28) = 『別訳雑阿含経』 




 Sn v. 179 (Sn, 31, 6–8)  
 = 別訳雑阿含経』(328) [T. 2, No. 100, 485a21–485a23] 
  「法中之正法 一千諸夜叉 心各懷踊躍 皆合掌向佛 咸求爲弟子 歸依佛世尊」  
 
 = 『雑阿含経』 (1329) [T. 2, No. 99, 367a25–367a26] = 『佛説義足経』 「兜勒梵志経」[T. 4, No. 198, 
   184a28–184a29] = 『佛説立世阿毘曇論』 「夜叉神品」[T. 32, No. 1644, 178b5–178b6] 
 
95
 Sn v. 180 (Sn, 31, 9–11) 
 =『別訳雑阿含経』(328) [T. 2, No. 100, 485a18–485a20] 
   ｢無上大導師 我今所至處 城邑及聚落 在在并處處 日夜常歸依 如來三佛陀｣ 
 
 = 『雑阿含経』 (1329) [T. 2, No. 99, 367a23–367a24] = 『佛説義足経』 「兜勒梵志経」[T. 4, No. 198, 
   184b1–184b2] 
 
96
 塚本啓祥[1998: 146, n. 6]を参照。 
 









ている98。ブッダによる夜叉の教化を記す初期経典は、Suttanipāta 中に 3 経 (1. 9, Hemavatasutta, 











                                                        
97
 雲井昭善[1980: 16, 8–9]を引用。 
 
98
 雲井昭善[1980]は初期仏教僧団が育ってゆく背景として先行する研究より 5 つの要素を挙げてお
り、新たに 6 つ目の要素として、夜叉達(異教徒の種族)に対する教化を挙げている。 
 
99













ャ達は、胸元で合掌するクピラ夜叉(kupiro yakho (B1))、ヴィルダカ夜叉(viruḍakao yakho (B4))、ガン
ギタ夜叉(gaṃgito yakho (B5))、そして Suttanipāta の Sūcilomasutta (vv. 270–273)に登場するスーチロー
マ夜叉(suchiloma yakho (B9))であることが碑文の解読によって明らかにされている。 
Lüders[1963: 73–79]を参照。 
 




















 Kassapagotto ca yo thero Majjhimo Durabhisaro Sahadevo Mūlakadevo Himavante 
 yakkhagaṇaṃ pasādayuṃ, kathesuṃ tattha suttantaṃ dhammacakkappavattanaṃ.  




 Dīpavaṃsa は、長老マッジマがカッサパの家系出身(Pā. Kassapagotta-)であると解釈しているが、
Samantapāsādikāではカッサパゴッタを固有名詞として理解し、雪山地方へ派遣された長老達の 1人と
して、以下のように記している104。 
                                                        
101 von Hinüber[1996: 89, §183] 
 
102 von Hinüber[1996: 91, §185]  
 
103





 塚本啓祥[1980: 587–588]を参照。 
 






 Majjhimatthero pana Kassapagottattherena Alakadevattherena Dundubhissaratherena 
 Sahadevattherena ca saddhiṃ himavantapadesabhāgaṃ gantvā dhammacakka- 
 ppavattanasuttantakathāya taṃ desaṃ pasādetvā asītipāṇakoṭiyo maggaphalaratanāni 
 paṭilābhesi. ...(中略)... 
 gantvāna Majjhimatthero Himavantaṃ pasādayi 
 yakkhasenaṃ pakāsento dhammacakkappavattanan ti.  












  れたことを主張するため、紀元後に自国で創作されたものである107。 













 山崎元一[1982: 162–163]を参照。山崎博士は 9 つの辺境地のうちにスヴァンナブーミーがあるこ
とに着目し、その位置が現在のミャンマーであること、そしてミャンマーに仏教が確立するのは紀
元後以降のことであるから、アショーカ王時代の布教により、この地に多数の仏教徒が生まれたと





 ・ その長老達を派遣したモッガリプッタティッサは、紀元前 3 世紀から紀元前 2 世紀初頃
  に活躍した西インドの上座部系仏教僧団(以下、西インド仏教とする108)に属する高僧で




 以上の 3 点から、スリランカ史伝に記される雪山夜叉の記述は、本来は西インド仏教の高僧
達に由来する伝道伝説であることがこれまでの研究成果により解き明かされている。そのこと




 「西インド仏教」という語は山崎元一[1979: 114] が使用している、サーンチー・ウッジェーニーを含む地域
で栄えた仏教を指す。現在、この地域は、中インド、マディヤ・プラデシュ州に属している。 
静谷正雄[1978: 182–183] と山崎元一[1979: 120, n. 18] は、雪山部との繋がりを指摘するも、碑文に刻まれ
る Hemavata をヒマラヤ地方 Himavanta の意味にとりたいと記している。 









 高橋審也[1982: 93, 8–16] 
 
 その他、雪山部と西インド仏教との接点については、静谷正雄[1978: 39–40]、塚本啓祥[1980: 479–481]、
[1996: 55]、[1998: 419]、[2001: 77–78, 162–164]が指摘している。 
 また、中インド、ウッタル・プラデシュ州サンキッサー(Saṅkisā)から雪山部の印章が出土している。 





 山崎元一[1979: 110–122] 西インドのサーンチー第 2塔(2nd c. BCE)とアンデール(Andher)第 2塔(3rd 
c. BCE)からモッガリプッタティッサの名が刻まれた舎利容器が出土している。 
1 つは、サーンチー第 2 塔舎利容器 No. 4 の底辺に刻まれている。塚本啓祥[1996: 847, Sāñcī 688] = 
Lüders, List. 664. 
 アンデールからは、サーンチー第 2 塔よりも字体が古い碑文が第 2 塔舎利容器の頸状部に刻まれ
ている。塚本啓祥[1996: 545, Andher 4] = Lüders, List. 682. 
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 荒牧/Dalayan/中西[2011: 73 (Kanaganahalli22)]、Poonacha[2013: 406, Pl. 100] 
 
111
 上座部大寺派所伝の Dīpavaṃsa に記される諸方教化伝説がカナガナハッリ大塔に描かれている
とは考えにくい。 
 その理由として、上座部がインド大陸に進出した痕跡がナーガールジュナコンダの碑文(塚本
啓祥[1996: 331–334, Nāgārjunakoṇḍa 41, 340–341, Nāgārjunakoṇḍa 50]) に刻まれており、その年代
が 3–4 世紀であること。そして、歴史上、文献資料に「上座部 (Theravāda)」の名称が登場する
のは Dīpavaṃsa からであり、その作成年代が 4 世紀であることから、この 2 点を踏まえてスリ
ランカの仏教徒たちが上座部と名乗り始めたのは 3–4 世紀であることが指摘されており、カナ
ガナハッリ大塔上段レリーフ石板の制作時期よりも遅れるからである。 
 上座部の名称及び成立については、馬場紀寿[2008: 214–217]、[2011: 155–156]を参照。 
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 荒牧/Dalayan/中西[2011: 92 (Kanaganahalli Asoka2(36)]、Poonacha[2013: 411, Pl. 105] 
 
113
 ルクザニッツ博士の写真については、序論 註 15を参照。 
 
114




置の存在として位置付けている。DN 32: Āṭānāṭiyasutta (DN iii, 203, 4–23) 
 
116
 古代初期インド美術におけるヤクシャ像については、本章 註 100 に言及している。 
 
117
 背中に翼が生えた金翅鳥(Skt. suparṇa Pā. supaṇṇa)を表現した最初期の図像が、バールフットに存
在する。バールフットの南門屈曲欄楯(Prasenajit Pillar (P29))の外側の三段区画から構成されるレリー




























1. 2. 2 
尊者カッサパゴッタが描かれる上段レリーフ石板 
 
 その右隣のレリーフ石版は、同様にルクザニッツ博士の所有する写真によって Kanaganahalli 
21 が設置されていたことが確認出来る(→ 図 9 を参照)。このレリーフ石版も上・下と 2 つの区
図 8: 雪山夜叉とナーガの礼拝図 
(Kanaganahalli 22) 
図 9: 聖者カッサパゴッタによる伝道図  
(Kanaganahalli 21) 


























図 10 を参照)120。それに加えて、文献資料中には、駕籠(Pā. sivikā-)に乗車して移動する出家者
の用例は管見の限り見出せない。むしろパーリ律の犍度部 Cammakhandhaka (皮革犍度)に記され
る規定では、出家者が乗り物に乗車することを戒める記述が存在する121。図像資料に示される
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 Kanaganahalli 21 の上枠には、サータヴァーハナ朝シムカ王在位 16 年に寄進されたことを記す碑
文が 4 枚の上段レリーフ石板(21(I. 3), 19 (IV. 9), 18/10 (IV. 2), 13(II. 4, 22)) の上枠を使用して刻まれて
いる。Nakanishi and von Hinüber[2014: 28–29 (I. 3. Pl. 1)]、Poonacha[2013: 464, no. 101] 
 
119




図像が数点存在する。荒牧/Dalayan/中西[2011: Kanaganahalli 14/19、39、44、59] 




 PED s.v. sivikā- 文献資料における駕籠  (Pā. sivikā-) の用例は少なく、パーリ律の犍度部  (Vinaya: 
図 10: 聖者カッサパゴッタによる伝道図  
(Kanaganahalli 21 上段区画 部分拡大) 



























る122。従って、本来の舎利の安置状況を知ることが出来るソーナーリ第 2 塔から出土した 5 つ
の舎利容器に刻まれた所有者名を確認すると、塚本啓祥[1980]が指摘するように伝道伝説に記
される 5 名の長老達のうちカッサパゴッタ、マッジマ、ドゥラビサラの 3 名が含まれており、ソー
ナーリが伝道伝説の根拠地であったことが証明されてきた123。遺骨の所有者である 5 名のうち、
                                                                                                                                                                  
Mahāvagga 5, Cammakhandhaka (皮革犍度))には、病気の比丘のみに乗り物への乗車が許されている。
(Vin i, 191, 24–192, 4) 
 
122
 Cunningham[1854: 315–319]、塚本啓祥[1980: 580–587]、井上陽[2001b: 89–90] 
 
123
 諸方教化伝説に記される 5 名の長老たちの名と、ソーナーリ第 2 塔から出土した 5 つの舎利容器
図 11: 中インド・ヴィディシャ周辺地図







 sapurisasa Kotīputasa Kāsapagotasa sava-Hemavat’ācariyasa  
 全雪山地方の師(ācarya)、善人(sapurisa)コーティプタ・カーサパゴッタの〔遺骨〕124 
 
 カッサパゴッタに対して「全雪山地方の師125(Skt. ācārya- Pā. ācariya-)」と称する銘が刻まれて
いる126。そのことは、同様にサーンチー第 2 塔から出土した第 1 舎利容器の蓋の外側に刻まれ
る、sapurisa(sa) Kāsapagotasa sava Hemavatācariyasa 「全雪山地方の師、善人カーサパゴッタ
の〔遺骨〕127」にも確認されることから、カッサパゴッタこそが、伝道伝説に記される 5 人の
長老達のなかでも「全雪山地方の師」と称される存在であったことを伝えている。 
 それに対してカッサパゴッタに冠される「善人 (Skt. satpurṣa- Pā. sappurisa-)」については、





                                                                                                                                                                  
の所有者名の残り 2 名は一致しない。残り 2 名の名は、Kosikiputa (塚本啓祥[1996: 940, Sonāri 6]) と
Ālābagira (塚本啓祥[1996: 940, Sonāri 7])である。 
 また、本研究では配置場所が不明なために取り扱わないが、カナガナハッリ大塔にはマッジマと
ドゥラビサラの名が刻まれた碑文とそれに対応する上段レリーフ石板 Kanaganahalli 16 が出土して
いる。Nakanishi and von Hinüber[2014: 102 (III. 3, 2)]、Poonacha[2013: 467, no. 139] 




 ソーナーリ第 2塔出土、滑石舎利容器No. 3の蓋の外側に刻まれており、現在は、大英博物館に所蔵
されている。Cunningham[1854: 317] 塚本啓祥[1996: 939–940, Sonāri 5] 
 
125 塚本啓祥[1996]は、Skt. ācārya- Pā. ācariya-を「軌範師」と解釈している。 
126
 この Hemavata を雪山地方と解釈するか、部派名の雪山部と理解するか意見が分かれている。 
本章: 註 108 を参照。 
 
127 塚本啓祥[1996: 845, Sāñcī 679]を参照。 
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・ 伝道伝説のモティーフは、初期経典の韻文資料 Suttanipāta の古層に位置する Hemavatasutta
 にあり、そこでは 5 種の欲望の対象に加えて第 6 番目に「意(Skt. manas-)」が存在すること
 を説くブッダの説法によって、神通力と名声のある雪山夜叉が仏教に帰依したことを伝え
 ている。 






 元前 1 世紀頃にはカナガナハッリ大塔に伝播し、図像化が行われた。この段階における伝
 道伝説は、「尊者カッサパゴッタが、従者と共に駕籠に乗って雪山地方へ赴き、そこで雪山
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 化伝説中に採用した。その中でカッサパゴッタは、5 人の長老達の 1 人として記された。 
 
















(Dīp, 16, 31–17, 3)。 
 このために現在は、マヒンダが西インド仏教より仏教を学んだこと、パーリ語が西インドの方言
と深い関係にあることから、西インドを経由してスリランカへ伝来したと考えられている。静谷正
雄[1978: 237] 山崎元一[1979: 155–162] 前田恵学[1964: 15–53] 





T. 2, No. 100.
『雑阿含経』
(1329)




T. 4, No. 198.
『立世阿毘曇論』
「夜叉神品第四」
T. 32, No. 1644.




























1. プロローグ 483c17–484a1 365c6–19 183b17–28 176c4–177b4









3. 雪山夜叉の問い   v. 154 484a11–13 366a1–3
(177b14–19)
177b20–21
4. 七岳夜叉の答え   v. 155 484a14–17 366a4–6 177b22–24
5. 雪山夜叉の問い   v. 156 484a18–21 366a19–21 183c11–12 177c2–4
6. 七岳夜叉の答え   v. 157 484a22–24 366a22–24 183c13c–14 177c5–7
7. 雪山夜叉の問い   v. 158 484b4–b6 366b2–4 183c15–16 177b25–27
8. 七岳夜叉の答え   v. 159 484b7–9 366b5–7 183c17–18 177b28–c1
9. 雪山夜叉の問い   v. 160 484a25–28 366a25–27 183c19–20 177c8–10
10. 七岳夜叉の答え   v. 161 484a29–b3 366a28–b1 × 177c11–13
11. 雪山夜叉の問い   v. 162 484b10–12 366a7–9 183c21–22 177c14–16
12. 七岳夜叉の答え   v. 163 484b13–15 366a10–12 183c23–24 177c17–19
13. 雪山夜叉の問い   v. 163A 484b16–18 366b20–22  × 177c20–22
14. 雪山夜叉の問い   v. 163B × 366a13–15
15. 七岳夜叉の答え   v. 164 484b19–21 366b16–18 183c25–26 177c26–27
16. 雪山夜叉の問い   v. 165 484b22–25 366b26–29 183c27–28 × SN i, 16, 7–10 438a19–25 161a3–9
17. 雪山夜叉の問い   v. 166 × 366c7–8 183c29–184a1 178a5–7






① 雪山夜叉の問い 484c10–12 366c16–18
② 世尊の答え 484c13–16 366c19–c23








21. 雪山夜叉の問い   v. 170 484c3–4 366c9–c10 184a7–8 178a14–15 SN i, 16, 7–10 438a26–27 161a10–11
22. 世尊の答え   v. 171 484c5–7 366c11–c13 184a9–10 178a17–18 SN i, 16, 11–12 483a29–b1 161a13–14
23. 世尊の答え   v. 172 484c8–9 366c14–15 × 178a19–20 483b2–3 161a15–16
24. 雪山夜叉の問い   v. 173 484c23–26 367a1–3 184a15–16 178a22–23 365a1–2 SN i, 53, 14–17 438b12–14 479c20–23 348c13–14 361b23–28
25. 世尊の答え   v. 174 484c27–485a1 367a4–6 184a17–18 178a25–26 365a4–5 SN i, 53, 18–19 438b16–17 479c25–26 348c16–17 361c1–2
26. 世尊の答え   v. 175 485a1–3 367a7–8 184a19–20 178a27–28
365a3–7
365a11–15
SN i, 53, 20–21 438b18–20 479c27–28 348c18–19 361c3–4
③ 雪山夜叉の問い 485a4–6 367a9–11 365a9–10 483a7–8
④ 世尊の答え 485b7–12 367a12–17 365a12–13 483a10–11
⑤ 雪山夜叉の讃嘆 485b13–18 367a18–22
27. 雪山夜叉の讃嘆   v. 176 × × × 178b1–2
28. 雪山夜叉の讃嘆   v. 177 × 367a27–b1  × 178b3–4
29. 雪山夜叉の讃嘆   v. 178 × ×  ×  ×
30. 雪山夜叉の讃嘆   v. 179 485a21–23 367a25–26 184a28–29 178b5–6
31. 雪山夜叉の讃嘆   v. 180 485a18–21 367a23–24 184b1–2  ×
32. エピローグ × 367b2–4 184b3–b11 178b7–10
183c8–10
資料4:  雪山夜叉経典群対照表






第 2 章 
上段レリーフ石版 No. 15 －誕生・灌水・七歩図－ 
 
 第 2 章からは、個々の仏伝場面の検討に移る。文献の発達史と図像の展開過程を踏まえて、
















 ① 仏母マーヤーが右手で樹を掴み、 
 ② ブッダが仏母マーヤーの右脇から誕生する。 
 ③ インドラ神(及びブラフマー神)がそのブッダを受け取る。 
 ④ 天の太鼓が鳴り、神々が指笛を吹き、天衣の裾を振り上げてブッダの誕生を歓喜す
    る。 






初期インド美術132の代表例であるバールフット (Śunga, 150 BCE : 南門屈曲欄楯 Prasenajit 
Pillar 中・下段区画(P29))の碑文と図像の解明を行った Lüders [1941][1963]、及び同様にアジャ




                                                        
132 古代初期インド美術の期間は、肥塚隆 [1979: 120]が記す「インド美術史でいう古代初期とは、




 Lüders[1941: 52–62][1963: 94–104]、Schlingloff[1981: 181–198] 
 
134
 誕生伝説を伝える文献資料を収集整理し、5 グループ(I～V)に大別し以下に列挙する。 
仏伝文学という区分は、山田龍城[1959: 66–69]に従っている。仏伝文学として挙げられている文献
図 12: ガンダーラ地域 シクリ出土 2–3 世紀 h. 35cm, w. 47cm. 
ラホール博物館蔵 





 ブッダの誕生伝説を伝える諸文献のうち最も古い伝承は Suttanipāta (Nālakasutta, 第 679–683
詩節)に記される誕生伝説である。古層に位置する Sn: Nālakasutta の冒頭部分には、アシタ仙に
よって、ブッダが誕生したことを知り、歓喜する神々の姿が天界で目撃され、誕生場所がルン
                                                                                                                                                                  






1. Suttanipāta: Nālakasutta, vv. 679–683 [Sn, 131, 19–133, 2]  
2. Majjhimanikāya 123: Acchariyabbhutadhammasutta (MN iii, 122, 16–17) = 『中阿含経』「未曾有法
 経」〔(根本)説一切有部〕[T. 1, No. 26, 470a26–28 / b22–23] 
3. Dīghanikāya 14: Mahāpadānasuttanta (DN ii, 14, 6–15, 2) = Mahāvadānasūtra (MAV, 62–63) 〔東トルキ
 スタン有部〕=『長阿含経』「大本経」〔法蔵部〕[T. 1, No. 1, 4b6–7] 
 
II. 仏伝文学(1) Skt. 
1. Buddhacarita, Aśvaghoṣa 著, ch. 1, vv. 8–11 (Bc, 1, 3–10) = 『佛説佛所行讃』[T. 4, No. 192, 1a28–29] = 
 『佛本行経』[T. 4, No. 193, 58b20–21]  Divyāvadāna No. 27 (Divy, 390, 2) =『阿育王傳』[T. 50, No. 
 2042, 104a] =『雑阿含経』[T. 2, No. 99, 166c6–18] =『阿育王経』[T. 50, No. 2043, 136c12–17] 
2. Mahāvastu〔大衆部説出世部〕(Mvu ii, 20, 9–17) 『佛本行集経』[T. 3, No. 190, 686a25–c2] 
3. Lalitavistara, ch. 7 (Lv, 83–84) =『佛説普曜経』[T. 3, No. 186, 494a26] ＝『方廣大荘厳経』[T. 3, No. 
 187, 553a3–7]  
4. Śākyasiṃhajātaka, v. 4 (Śsj, 152) 
 
III. 仏伝文学(2) Jātaka 註釈文献 
1. Jātaka-atthavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā. i, 52, 20–30) 
 
仏伝文学 漢訳 インド側の資料を欠く
1. 『修行本起経』[T. 3, No. 184, 463c11–13] 
2. 『佛説太子瑞応本起経』[T. 3, No. 185, 473c1–2] 
3. 『異出菩薩本起経』[T. 3, No. 188, 618a17–18] 
4. 『僧伽羅刹所集経』[T. 4, No. 194, 122b16–17] 
5. 『過去現在因果経』[T. 3, No. 189, 625a22–24] 
 
V. (根本)説一切有部律 (破僧事) 
1. Saṅghabhedavastu (Sbhv i, 44, 12–46, 17) = 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』[T. 24, No. 1450, 
 108a3–7]  『佛説衆許摩訶帝経』[T. 3, No. 191, 939b5–11] 
 







 so bodhisatto ratanavaro atulyo manussaloke hitasukhatāya jāto  
 sakyānaṃ gāme janapade lumbineyye, ten’ amha tuṭṭhā atiriva kalyarūpā. 







 また同じく韻文資料である Theragāthā 第 534 詩節では、ブッダの母の名がマーヤーであると
伝えている136。 
 
 suddhodano nāma pitā mahesino, buddhassa mātā pana māyanāmā 
 yā bodhisattaṃ parihariya kucchinā kāyassa bhedā tidivasmi modati. 








 しかし、両伝承ともに「菩薩」(Skt. bodhisattva, Pā. bodhisatta)という語がすでに現れているの
でバールフットよりも古い文献伝承であるとは言い難い。干潟龍祥[1969]は「菩薩」の語がバ
ールフットの碑文には見られないことを指摘して、バールフットの彫刻が完成した時にはまだ
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 もともと māyā は、中期インド語で「お母さん」という意味であり、パーリ語においてもそのよ
うに使用される用例が見られる。ところが、この詩節では、māyā nāma「～という名前である」と記
して māyā が固有名詞として明確に語られているので取り挙げている。辛嶋静志[2012: 5]を参照。  
 
137
 Th, 57, 5–8.
 
 






ールフットより後の紀元前 1 世紀初頭以後、紀元後 1 世紀後半
までの間に出来上がったと述べている138。上述した状況を踏ま
えるならば、現存最古の仏教美術を有するバールフット段階の













                                                        
138
 干潟龍祥[1969: 57–61]  







成道＞と解釈している。Bloch[1912: 139, n. 1]、Coomaraswamy[1956: 43]を参照。 




 Coomaraswamy[1956: 45]、Schlingloff[1982][1988: 6–8]、中川原育子[1988: 52–54]、宮治昭[1994: 
189–194] 
 Lüders[1963: 102]もバールフットに描かれたこの人物を魔であるとしているが、Aśvaghoṣa が Bc




図 13: バールフット 南門屈
曲欄楯 Prasenajit Pillar (P29) 








献 Nidānakathā  (紀元後 5 世紀頃)の記述142に合致する表現であるため、Nidānakathā をバールフ
ットのレリーフを解明する拠所とすることは、難しいようにも思われる143。 
 もしくは、初期経典の Saṃyuttanikāyā 1. 4: Mārasaṃyutta 3. 4, Sattavassāni「七年の間」に記さ
れる魔に同様の表現をみることもできるが、SN 1. 4: Mārasaṃyutta 3. 4, Sattavassāni 「七年の間」







 続くアジャンター第 10 窟に描写された誕生図は、剥落等の損傷により肉眼で確認し難く、
描き起こし図に基づいて解釈されているので明確には判断し難いが、バールフットでは未だ描
かれていなかった仏母マーヤーを描き、具体的な誕生図が描かれている。ところが、ガンダー
ラ地域から出土した誕生図の特徴とは明らかに異なっていることが観察される(→ 図 14 を参
照)。 
 
                                                        
141 Sivaramamurti[1942: Pl. 19b]、Knox[1992: 29, Fig. 8]、荒牧/Dalayan/中西[2011: 68]、Poonacha[2013: 
397, Pl. XCIA] 
 
142 Jā i, 78, 13–29. 
 
143 Jātaka 註釈文献の Nidānakathā は 3 章の構成となっており、第 1 章 Dūrenidhāna は、Buddhavaṃsa、
Cariyāpiṭaka を骨子にして註釈を施している。 
 紀元後 5 世紀初頭に活躍したブッダゴーサ(Buddhaghosa)の作としては認められず作者不明である
が、年代的には同時代のものと言われている。 
前田恵学[1964: 770]、干潟龍祥[1978: 104–105]、ヴィンテルニッツ[1978: 144]、von Hinüber[1996: 55–56, 
§111]を参照。思想内容からは、菩薩思想や授記思想を知っていることが指摘されている。 
 
144 荒牧典俊[1983: 14–15] を参照。『別訳雑阿含経』と『雑阿含経』は、SN 1. 4: Mārasaṃyutta 3. 4, 
Sattavassāni 「七年の間」と 3. 5, Dhitaro 「魔の三女」の 2経を 1経にして所収している。荒牧典俊[1983: 
21, 註 11]は、これら 2 経の中心となる問答に限り、他の 8 経と同時に成立したと考える。 
 





 ① 仏母マーヤーが左手で樹を掴み、 
 ② ブッダが仏母マーヤーの(右もしくは左)脇から誕生す る。 
 ③ 神々が誕生するブッダに対して指をさしたり、誕生するブッダを受け取ろ 
    うとして手を差し伸べている。 
 ④ 天の太鼓が鳴り、神々が天衣の裾を振り上げてブッダの誕生を歓喜する。 
  
 





 Der zukünftige Buddha wird nach seiner Gerburt nicht von menschlichen Wesen , sondern von 
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 Schlingloff[1981: 187–188, fig. 2]を参照。 
図 14: アジャンター第 10 窟 左側壁面 (描き起し図) 












頃から誕生図を制作し始めるアマラーヴァティー大塔 (Sātavāhana, the 2nd century CE : 大塔基
壇の石板) やナーガールジュナコンダ (Ikṣvāku, the 3rd century CE : アーヤカパネル)では、仏母
マーヤーは左手で樹を掴み、左脇を露わにしているので左脇からブッダが誕生した姿を描いて
いる(→ 表 3 を参照)。 
 
表 3. 誕生図 インド内陸部の主な作例
出土地 所在(現所在地) 年代 出典 
※ Bhārhut 
→ 図 13 
南門屈曲欄楯 (P29) Śuṅga: the 150 BCE Coom1956. Pl. 8, Fig. 23. 
Pl. 9, Fig. 26. 
 
Bodhgayā 
→ 図 15 
北西角柱 No. 64. Śuṅga: the 1th century 
BCE 
 
Coom1935. Pl. 33. 
Ajaṇṭā 
→ 図 14 
第 10 窟左側壁面 Sātavahana:  
the 1th century BCE 




→ 図 16 
上段レリーフ石版 No. 15 
下段区画 
Sātavāhana: 
the early 2nd century CE 
ADN 科研. p. 70.  




the 2nd century CE 
Knox. Fig. 61.  
cf. Schlingloff 2000. 48. 
 
Nāgārjunakoṇḍa 




the 3rd century CE 
Rosen Stone. Fig. 162, Fig. 




 ブッダの誕生伝説を伝える諸文献のうち、Mahāvastu (Mvu ii, 20, 9–17)、Lalitavistara (Lv. 
83–84)、そしてほとんどの漢訳の仏伝経典が「右脇より生まれる」(従右脅生『修行本起経』[T. 





3, No. 184, 463c11] )と記述するのに対して146、Suttanipāta 以外の南方上座部所伝のニカーヤ及び
Nidānakathā は「菩薩の母は立ったまま菩薩を出産する ṭhitā va Bodhisattaṃ Bodhisattamātā 
vijāyatīti. (MN iii, 122, 16–17  DN ii, 14, 13–14)」とほぼ同一の記述を伝承する。反対に「左脇よ
り生まれる」という記述は一切見られない。ブッダの誕生について、右脇からの誕生を具体的
に指定した漢訳の仏伝文学と、仏母マーヤーが立ったまま出産したことを強調するニカーヤの
伝承と大きく 2 つに大別される。Majjhimanikāya 123: Acchariyabbhutadhammasutta では仏母マー
ヤーを他の女性と差別するために立ったまま出産すると語っている。 
 
 yathā kho pan’, Ānanda, aññā itthikā nisinnā vā nipannā vā vijāyanti, na h’ evaṃ 
 Bodhisattaṃ Bodhisattamātā vijāyati. ṭhitā va Bodhisattaṃ Bodhisattamātā vijāyatīti. 
 Majjhimanikāya 123: Acchariyabbhutadhammasutta 














ドガヤー(Śunga, the 1th century BCE : 北西角柱 No. 64)の誕生図に描かれた仏母マーヤーは、両
                                                        
146
 『僧伽羅刹所集経』[T. 4, No. 194, 122b16–17]は誕生時の具体的な記述を欠いている。 
 
147
 片山一良[2001: 30–31]を参照。 
 
148
 水野弘元[1957]、中村元[1969: 53–62] 
 



















している。最も古い伝承である Sn: Nālakasutta 及び
Theragāthā に記される記述に続いて、ブッダの出産時もしくは出産前後の具体的な状況のみを






フット、ボードガヤー、アジャンター前期石窟の誕生図は、誕生伝説の源泉となる 3 経(Sn: 




林良一[1974: 103]、宮治昭[1996: 135]を参照。 
 さらに、Śālabhañjikā モティーフの例としても挙げられている。Roth[1986]、Sander[2006]を参照。 
 
150







図 15: ボードガヤー  
北西角柱 No.64 (部分拡大) 












カナガナハッリ大塔を飾る上段レリーフ石版 No. 15 
 
 筆者による現地調査(2009 年)の段階では、本章で取り挙げる Kanaganahalli 15 も散在していた
断片を集めて復元するために地面に移されていた。移動して置かれている位置から推測すれば、
本来の設置場所はストゥーパの南側基壇部分であったと考えられる(→資料 1 を参照)。ルクザ
ニッツ博士の写真でも、南門正面の仏塔基壇部分に Kanaganahalli 15 の欄楯文様が施された下部
分が設置されているのを確認するこが出来る。誕生図は Kanaganahalli 15 の下段区画に位置する。






   する。 
③ 四人の天人 四天王 がそのブッダを受 
   け取る。 
④ 産湯係の従者がブッダの存在する方向  
   を向いて両手を合わせて合掌する。 
 
 
図 16: 誕生図 
(Kanaganahalli15 下段区画)  
















 この小さい人物はボードガヤー(→ 図 15 を参照)、アマラーヴァティー大塔153、ナーガール













                                                        
152
 Kanganhalli 14/19 の下区画に描かれた 5 人の女性と 2 人の童子のうち、一番右にいる女性が同じ
く右手で右耳のイヤリングを掴んでいる動作をして描かれている。荒牧/Dalayan/中西[2011: 70] 
 
153 Knox[1992: Fig. 61] 
 
154
 Schlingloff[2000: 51, 15–37] 
 













Kanaganahalli 15 の下枠部分には、6 文字のブラーフミー文字の配列によって bhakavato j(ā)[ti]
「世尊の誕生」と記されている(→ 図 18 を参照)156。 
 碑文は残念ながら最後の文字部分に破損を被っているが、ここでも bhagavat という語が使用
                                                        
155 第 1 章: 註 118を参照。 
 
156
 Zin[2011: 16–17]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 92 (III, 2. 3. Pl. 32)]  
 
図 17: ナーガールジュナコンダ フリーズ石板 (部分拡大)





されていることが確認出来る157。ところが、Kanaganahalli 38/23 と Asoka 2 の碑文からは、






 Kanaganahalli 15 の碑文にはさらに注目すべき箇所がある。文字の上には浅い浮彫りによって







                                                        
157
 ブッダの誕生地であるルンビニーの地とされる地域のルンミンデーイ寺院近郊に建っているア
ショーカ王碑文が刻まれた小石柱法勑には、hida bhagavaṃ jāte ti と記されており、アショーカ王時
代においても、ブッダに対して bhagavat を使用していたことが確認出来る。 
Hultzsch[1925: 164]、塚本啓祥[1976: 139]、Falk[2006: 177–180]を参照。 
 
158
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 80, 98]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 82 (II. 7, 12. Pl. 28)]、
Poonacha[2013: 425, Pl. CXIXA, B] 
 
159
 荒牧/Dalayan/中西[2011: 92, 102]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 81–82 (II. 7, 11. Pl. 28)]、 
Poonacha[2013: 410, Pl. CIV] 
 
160 本章: 註 138を参照。 
 
図 18: 灌水図 七歩図 (Kanaganahalli15 部分拡大) 






 yadā Ānanda, bodhisatto mātu kucchismā nikkhamati, dve udakassa dhārā antalikkhā 
 pātubhavanti, ekā sītassa ekā uṇhassa, yena bodhisattassa udakakiccaṃ karonti mātu cāti. 





 MN 123: Acchariyabbhutadhammasutta に説かれる最初期の＜灌水＞は、空中から冷水と温水
が同時に注がれるという描写であり、図像表現と合致している。この＜灌水＞を表現した円形
の器に続けて、左から右方向に向かって 7 つの足跡が一直線に描かれ、それぞれに法輪が記さ
れている。つまり 7 つの足跡を順に描くことによってブッダが 7 歩進んだことを示し、そして
7 歩目の足跡の傍に払子と傘蓋を彫出すことによって、7 歩目に立っているブッダの存在を暗
示している。 
 それに対してナーガールジュナコンダの灌水図と七歩図は、四天王の持つ布の上に 7 歩の仏






                                                        
 
161 Rosen Stone[1994: Fig. 188, 210] 
 
162
 灌水伝説と七歩伝説を伝える文献資料を収集整理し、5 グループ(I～V)に大別し以下に列挙する。 
I. 初期経典
1. Majjhimanikāya 123: Acchariyabbhutadhammasutta [MN iii, 123, 10–25] =『中阿含経』「未曾有法経」
 〔(根本)説一切有部〕[T. 1, No. 26, 470b28–c10] 
2. Dīghanikāya 14: Mahāpadānasuttanta [DN ii, 15, 3–13] = Mahāvadānasūtra [MAV, 64–65]〔東トルキスタ
 ン有部〕=『長阿含経』「大本経」〔法蔵部〕[T. 1, No. 1, 4b28–c19] 
 
II. 仏伝文学(1) Skt.






く 2 種に大別される。南方上座部所伝のニカーヤ MN 123: Acchariyabbhutadhammasutta、DN 14: 
Mahāpadānasuttanta と Nidānakathā に伝えられるエピソードのみが＜灌水＞→＜七歩＞の順序
で語られるのに対して、それに対応する漢訳経典『中阿含経』「未曾有法経」と『長阿含経』「大
本経」をも含めた全ての漢訳経典が＜七歩＞→＜灌水＞の順序で語られるのである163。




                                                                                                                                                                  
1. Buddhacarita Aśvaghoṣa 著, ch. 1, vv. 14–16 [Bc, 2] = 『佛説佛所行讃』[T. 4, No. 192, 1b9–16] = 『仏
 本行経』[T. 4, No. 193, 59a7–15/a23–25] 
2. Mahāvastu〔大衆部説出世部〕[Mvu ii, 20, 18–21, 3]  『佛本行集経』[T. 3, No. 190, 687a7–c1] 
3. Lalitavistara ch. 7 (Lv, 83, 20–85, 7) =『佛説普曜経』[T. 3, No. 186, 494a27–b2] ＝『方廣大荘厳経』
 [T. 3, No. 187, 553a17–b4/554c16–22] 
4. Śākyasiṃhajātaka vv. 5–6 [Śsj, 152] 
III. 仏伝文学(2) Jātaka 註釈文献 
1. Jātaka-atthavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā. i, 53, 10–19) 
 
IV. 仏伝文学(3) 漢訳 (インド側の資料を欠く) 
1. 『修行本起経』[T. 3, No. 184, 463c13–18] 
2. 『佛説太子瑞応本起経』[T. 3, No. 185, 473c2–6] 
3. 『異出菩薩本起経』[T. 3, No. 188, 618a18–21] 
4. 『僧伽羅刹所集経』[T. 4, No. 194, 122b17–18] 
5. 『過去現在因果経』[T. 3, No. 189, 625a24–b4] 
 
V. 根本 説一切有部律 破僧事
1. Saṅghabhedavastu [Sbhv i, 45, 9–17] = 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』[T. 24, No. 1450, 108a15–23] 
 『佛説衆許摩訶帝経』 [T. 3, No. 191, 939b18–25] 
 
163
 サンスクリット語で現存する東トルキスタン有部所伝の Mahāvadānasūtra [MAV, 64–65]も＜七歩
＞→＜灌水＞の順で語られる。 
























































第 3 章 
上段レリーフ石版 No. 08 と No. 09/05－出城図と頭髪礼拝図－ 
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・ Buddhacarita第 2章 第 17詩節では、sarvārthasiddha = 『佛所行讃』 [T. 4, No. 192, 4b4] 「悉達羅他」 
・ Mahāvastu 〔大衆部説出世部〕(Mvu ii, 26, 15) sarvārthasiddha  『佛本行集経』[T. 3, No. 190, 
 700a2–5] 「今我童子、作何名也。我更思惟。其生之日、我一切利、自然而成。我時知已、便作名字、
 號悉達多太子」  
・ Lalitavistara ch. 7 (Lv, 96, 1) sarvārthasiddha = 『方廣大荘厳経』 [T. 3, No. 187, 555a29] 「我當
 與子名薩婆悉達多」 
・ 『過去現在因果経』 [T. 3, No. 189, 626b7–9] 「太子生時、一切寶藏皆悉發出。所有諸瑞莫非吉祥。以
 此義故、當名太子爲薩婆悉達」 
・ 『修行本起経』 [T. 3, No. 184, 463c25] 「悉達」  
・ 『佛説太子瑞応本起経』 [T. 3, No. 185, 474a3] 「字名悉達」  
・ 『異出菩薩本起経』 [T. 3, No. 188, 618a25] 「名爲悉達」 
・ 『佛説衆許摩訶帝経』 [T. 3, No. 191, 941b26–27] 「今有淨飯王子名悉達多」  
 
 このような文献資料の状況に対して、バールフット(150 BCE)の碑文には、太子時代の名前が刻まれていな




礼拝) は次の通り。5 グル–プ(I～V)に大別し以下に挙げる。 
 











                                                                                                                                                                  
I. 仏伝文学(1) Skt.
1. Buddhacarita, Aśvaghoṣa著, ch. 5, v. 1– ch. 6, v. 68 (Bc, 45, 1 – 67, 11) = 『佛所行讃』 [T. 4, No. 
 192, 8b18–12b22] = 『佛本行経』 [T. 4, No. 193, 67b24–70b5]  Divyāvadāna, No. 27 (Divy, 391, 
 20–27) = 『阿育王傳』 [T. 50, No. 2042, 103c13–18] = 『雑阿含経』 [T. 2, No. 99, 167a6–13] = 
 『阿育王経』 [T. 50, No. 2043, 137b7–14] 
2. Mahāvastu〔大衆部説出世部〕(Mvu ii, 117, 15–118, 1 / 157, 19–166, 18)  『佛本行集経』 [T. 3, No. 
 190, 728b11–745a11] 
3. Lalitavistara ch. 15 (Lv, 198, 1–237, 17) = 『佛説普曜経』 [T. 3, No. 186, 504c12–510a22] = 『方廣大荘
 厳経』 [T. 3, No. 187, 572a29–578c1] 
4. Śākyasiṃhajātaka, vv. 26–29 (Ed. Hahn. 156, 16–157, 24) 
 
II. 仏伝文学(2) Jātaka 註釈文献
1. Jātaka-atthavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā i, 61, 13–65, 29)  
 
III. 仏伝文学(3) 漢訳 (インド側の資料を欠く)
1. 『修行本起経』 [T. 3, No. 184, 467c5–469b4] 
2. 『佛説太子瑞応本起経』 [T. 3, No. 185, 475b2–476b2] 
3. 『異出菩薩本起経』 [T. 3, No. 188, 619a28–c25] 
4. 『僧伽羅刹所集経』 [T. 4, No. 194, 122c18–29] 
5. 『過去現在因果経』 [T. 3, No. 89, 632b21–634b12] 
6. 『佛説衆許摩訶帝経』 [T. 3, No. 191, 946a16–947c8] 
 
IV. 諸部派の律 (受戒犍度部)
1. 『四分律』(法蔵部) [T. 22, No. 1428, 779c14–17] 
2. 『彌沙塞部和醯五分律』(化地部) [T. 22, No. 1421, 102a10–b13] 
 
V. 根本 説一切有部律 (破僧事) 
1. Saṅghabhedavastu (Sbhv. i, 84, 1–93, 16) = 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』[T. 24, No. 1450, 
 115c22–118b6] 
 








初期経典における出家に関する 2 つの表現: (abhi-)niṣ-√kram と pra-√vraj 
 
 古ウパニシャッド文献(Bṛhadāraṇyaka-Upaniṣad: 紀元前 6 世紀頃)では、家を出て無所有の状
態となって遊行生活に入る際、すなわち「〔世俗生活から〕出て行く」行為が、動詞 pra-vraja-ti 
< pra-√vraj を用いて表現されている167。同様にブッダ自身も古代インドの慣習に従って遊行生






 sambādho ’yaṃ gharāvāso rajassāyatanaṃ iti  
 abbhokāso ca pabbajjā iti disvāna pabbaji.  
 Suttanipāta: Pabbajāsutta, v. 406169 
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 maitreyīti hovāca yājñavalkyaḥ | pravrajiṣyan vā are 'ham asmāt sthānād asmi |  
 hanta te 'nayā katyāyanyāntaṃ karavāṇīti ||  
 Bṛhadāraṇyaka-Upaniṣad (BĀU IV. 5, 2 (~Śatapatha-Brāhmaṇa [Mādhyandina] XIV. 7, 3, 2)) 
 「マイトレーイーよ」とヤージュニヤヴァルキヤはいった。「あぁ、私は出家者となって、この住まいか
ら出て行きたいと思っている。そこで、おまえのために、ここにいるカートヤーヤニーとの〔財産〕分配
 を行いたい」 と。 
 
 バラモン学者であるヤージュニヤヴァルキヤが 2人の妻に財産を渡して家を出ていく様子が記されている。 




出家する人々にも用いられる。Sn: Āmagandhasutta, v. 252, Sn: Selasutta v. 564 (= Th v. 834), v. 565 (= Th v. 
835).  
 Paramatthajotikā IIでは、アーナンダがブッダの出家について語ったとする (Pj II, 381, 1–7)。 
 
169
 Sn, 72, 5–6. 
 この詩節は Saṅghabhedavastu に Skt. の対応箇所が見出せる  (Sbhv i, 94, 16–17)。 
Saṅghabhedavastu 中に挿入された Sn: Pabbajāsutta の箇所 (Sbhv i, 94–96)は、シッダールタの出家場













 purā kapilavatthumhā nikkhanto lokanāyako  
 apacco okkākarājassa sakyaputto pabhaṃkaro.  





                                                                                                                                                                  
面では無く、シッダールタが出家者となった後にラージャグリハ(Rājagṛha)でビンビサーラ王と出会
う場面に挿入される。Saṅghabhedavastu は本来仏伝を意図して説いていない Sn: Pabbajāsutta を仏伝
として再解釈して取り込んでいたことが分かる。漢訳の相当箇所は次の通り。 
 
 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』[T. 24, No. 1450, 118b25–26]  
 「在家諸苦逼 糞穢來煎迫 出家味禪悦 智者樂出家」 
 
170
 Sn: Pārāyanavagga の序文に語られるバーヴァリの弟子達がブッダを訪問する話は、Sn: Pārāyanavagga
の序文のみに留まらず、Buddhacaritaの初転法輪から涅槃までの間の教化活動に関するエピソードの一つ
として Buddhacarita 第 21章第 7詩節に取り挙げられている。 
 それに対応する図像も十六人のバラモンの訪門図としてガンダーラから出土している。 
栗田功[2003: Fig. 438, 441, 442, 443, 446, 447] 参照。 
 
171




 Paramatthajotikā IIでは「むかし、とは 29歳の若さの時に〔である〕」と、ブッダの出家時の年齢を挙げて
いる。 
 
 purā ti ekūnatiṃsavassavayakāle  
 Paramatthajotikā II (Pj II, 582, 26) 
 








 sace ca so pabbajati agārā anagāriyaṃ,  
 vivattacchaddo sambuddho arahā bhavati anuttaro.  





 Suttanipāta 第 5 章 Pārāyanavagga の序文から、出家に関係する 2 つの詩節を取り上げた。第 991
詩節では出家前の具体的な行動が、動詞 ni-kkhama-ti (Skt. niṣ-krāma-ti < niṣ-√kram) 「(abl. : ～か
ら) 出て行く174」に由来する過去分詞 nikkhanto で表わされている。この表現は、「初期仏教徒が托鉢
を終えて都市から出て行く」際の表現として、Sn: Pabbajāsutta 第 416 詩節にも使用されている175。そ
のことは、Sn: Pārāyanavagga の記述が 「〔自分の住む場所から〕出て行く」ことを出家の前段階の行動




                                                        
173




 PW s.v. niṣ-√kram hinausschreiten, ausgehen (abl. : ausnahmsweise gen.), von Hause gehen 参照。 
 
175
 Sn, Th, Thī の niṣ-√kram +abl.による用例は次の通り。 
・Sn v. 337, v. 359 (abl. : gharā), Sn v. 416 (abl. : nagarā), Sn v. 991 (abl. : purā Kapilavatthumhā) 
・Th v. 223, v. 313 (abl. : vihārato), Th v. 543 (abl. : tato), Th v. 691 (abl. : kāmehi), Th v. 1241 = Thī v. 48, v. 
 108 (abl. : divāvihārā) 
・Thī v. 146 (abl. : gehato), Thī v. 335 (abl. : Bārāṇasito) 
 
176
 同じく仏弟子ウパーリの出家について語る vv. 249–251 (Th, 31, 14–21) にも、abhi-niṣ-√kram と
pra-√vraj の両方を用いて出家の際の行動を二段階で表現している箇所が見られる。 
 





 jiṇṇañ ca disvā dukkhitañ ca byādhitaṃ, 
 matañ ca disvā gatam āyusaṃkhayaṃ. 
 tato ahaṃ nikkhamitūna pabbajiṃ, 
 pahāya kāmāni manoramānīti. 






 このような韻文資料に散見される niṣ-√kram を用いた出家前の行動と、pra-√vraj を用いた出家の
表現は、第 4 節(3. 4)に論じる最初期の出家の図像表現を考察する際に重要な要点となる。 
 それでは pra-√vraj によって表現された出家とは具体的にどのような行為であったのだろうか、散文




 akāmakānaṃ mātāpitunnaṃ assumukhānaṃ rudantānaṃ, kesamassuṃ ohāretvā kāsāyāni 
 vatthāni acchādetvā agārasmā anagāriyaṃ pabbajiṃ. 
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 阪本(後藤)純子[2014: 348, n. 7]を参照。  
 















たと考えられる DN 14: Mahāpadānasuttantaの第 4章では、浄居天の神々がブッダに対して過去仏ヴィ
パッシンの事績を項目に分けて語る箇所があり、そこでは「出て行くこと abhinikkhamana-」と「出家 
pabbajjā-」とは別の項目として順に挙げられていることも、そのことを裏付けている184。 
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 MN 95: Caṅkīsutta (MN ii, 166, 29–32) = SHT I. 165, 177, III. 883, IV.165, V. 1025 = Schøyen 
Collection 〔大衆部説出世部: 紀元後 4世紀頃〕 MS 2376 = 対応漢訳無し.  




・ MN 26: Ariyapariyesanasutta (MN i, 163, 29–31) (Sn 406 との融合型) = 『中阿含経』 (204) 「羅摩経」 
 [T. 1, No. 26, 776b3–5] 
・ MN 36: Mahāsaccakasutta (MN i, 246,20–247, 5) (Sn 406 との融合型) = SHT III. 931 = 対応漢訳無し.  
・ MN 85: Bodhirājakumārasutta (MN ii, 93, 19–21) = SHT I. 33, 165, 180, III. 997, IV. 33, 165, 180, VI. 
 1361, 1373a = 『彌沙塞部和醯五分律』(化地部) [T. 22, No. 1421, 104a11–105a25]  
・ MN 100: Saṅgāravasutta (MN ii, 211, 28–212, 4) (Sn 406 との融合型) = 対応漢訳無し.  
 
182
 阪本(後藤)純子[2014: 337, 28–30]参照。  
 
183
 仏弟子(ariyasāvaka-)の出家 Itivuttaka 82 (It, 73, 6–8)、優婆塞ソーナ・コーティカンナの出家 Udāna 5, 









 iti tasya tadantaraṃ viditvā niśi niścikramiṣā samudbabhūva | 





 Vipassissa mārisa bhagavato arahato sammā-sambuddhassa evaṃ abhinikkhamanaṃ ahosi,
 evaṃ pabbajjā, evaṃ padhānaṃ, evaṃ abhisambodhi, evaṃ dhammacakka-pavattanaṃ. 
 Dīghanikāya 14: Mahāpadānasuttanta (DN ii, 51, 14–17) 











 第 1 節(3. 1)で扱った出家に関する初期経典の様々な記述は、ブッダの生涯を説くことを本来の目
的としていない。ところが、仏伝文学中の出家場面では、初期経典の出家に関する個々の記述を拾い
出して、出家場面として再構成するという興味深い現象をみることが出来る185。Mahāvastu では出家場
面を 2話収録している。1話目(Mvu ii, 115, 6–133, 13)は、舎衛城を舞台にしてブッダが弟子達に自ら
の人生を語る形式で物語られる。 
 その内容は、①贅沢な宮廷生活→ ②出家→ ③2 人の師を訪問→ ④3 つの比喩→ ⑤苦行(断食)
→ ⑥スジャーターの乳粥供養→ ⑦成道、の順に説かれている。 
 該当エピソードは②にあたり、Suttanipāta 第 406 詩節と先に述べた定型表現とを巧みにつなぎ合わ
                                                                                                                                                                  
 avagamya manas tato 'sya devair bhavanadvāram apāvṛtaṃ babhūva || 




 =『佛所行讃』[T. 4, No. 192, 10a19–21]  
 「我今已覺了 決定出無疑 爾時淨居天 來下爲開門」 
 
185
 Saṅghabhedavastu に挿入された Sn: Pabbajāsutta の該当箇所については本章 註 169 を参照。 
 







 saṃbādho punar ayaṃ gṛhavāso abhyavakāśaṃ pravrajyā tu | na śakyaṃ agāram 
 adhyāvasatā ekāntasaṃlikhitaṃ ekāntānavadyaṃ pariśuddhaṃ paryavadātaṃ 
 brahmacaryaṃ carituṃ | yaṃ nūnāhaṃ agārasmānagāriyaṃ pravrajeyaṃ || sa khalv ahaṃ 
 bhikṣavaḥ akāmakānāṃ mātāpitṝṇāṃ aśrukaṇṭhānāṃ rudanmukhāṇāṃ alūhaṃ 
 gṛhavāsaṃ hastoktaṃ cakravartirājyam apahāya agārasmānagāriyaṃ pravrajito punas 
 samāno yena vaiśālī nagarī tad avasāri tad anuprāpto || 








 1話目に対して 2話目(Mvu ii, 140, 2–166, 10)は、上記したエピソードの一節が語られた後に、シッ
ダールタがシュッドーダナ王に出家することを告げるところから始まり、シッダールタの出家に関わる
個々の場面が 1話目よりも詳細に語られている。 
その順番は、①贅沢な宮廷生活→ ②四門出遊→ ③女性の醜態による出家の決意→ ④神々による
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 平岡聡[2010: 518, 註 324]を参照。BHSD s.v. saṃlikhita- 
 
187 平岡聡[2010: 350]を参照。 
 
188
 ＜帝釈による頭髪礼拝＞のエピソードを伝承する文献資料 (仏伝文学・諸部派の律) は次の通り。 
＜帝釈による頭髪礼拝＞を記す文献資料については、小野玄妙[1916: 116–117]に挙げられた対応経が詳






 bodhisatvasya etad abhūṣi | kathaṃ pravrajyā ca cūḍā ca || bodhisatvena asipaṭṭena cūḍā 
 chinnā sā ca cūḍā śakreṇa devānām indreṇa praticchitā trāyastriṃśadbhavane pūjyati 
 cūḍāmahaṃ ca vartati || 






 このように、第 1節(3. 1)で考察した初期経典中の出家に関する 2つの特徴は、⑤出城と、出家場面
に相当する⑥頭髪礼拝として、Mahāvastu に物語られていることが分かる。 
                                                                                                                                                                  
しく、参照して以下に整理している。 
 
・Buddhacarita, ch. 6, vv. 57–58 / ch. 8, v. 48 (Bc, 65, 15–66, 2 / 85, 13–16) = 『佛所行讃』 [T. 4, No. 192, 
 12b18–23] = 『佛本行経』 [T. 4, No. 193, 69a12–13]  『阿育王傳』 [T. 50, No. 2042, 103c16–17] = 『雑
 阿含経』 [T. 2, No. 99, 167a9–10] 
・ Lalitavistara, ch. 15 (Lv, 224, 15–19) = 『佛説普曜経』 [T. 3, No. 186, 509b25–28] = 『方廣大荘厳経』 
 [T. 3, No. 187, 576c3–8]  
・Mahāvastu (Mvu ii, 165, 18–166, 2)  『佛本行集経』 [T. 3, No. 190, 737c3–23]  
・Śākyasiṃhajātaka, v. 27 (Śsj, 157, 6–9) 
・ Saṅghabhedavastu (Sbhv i, 91, 2–7) = 『根本説一切有部毘奈耶破僧事』  [T. 24, No. 1450, 
 117b28–118b5] 
・『修行本起経』 [T. 3, No. 184, 468b4–b5] 
・『僧伽羅刹所集経』 [T. 4, No. 194, 122c26–27]  
・『過去現在因果経』 [T. 3, No. 189, 634a14–17] 
・『佛説衆許摩訶帝経』 [T. 3, No. 191, 947a24–28] 












 それに対して Buddhacarita (Kuṣāṇa: the 1th–2nd century CE)では、その第 5章を「以上、ブッダチャ
リタという偉大な詩における Abhiniṣkramaṇa と名付けられる第 5 章であった  iti buddhacarite 
mahākāvye 'bhiniṣkramaṇo nāma pañcamaḥ sargaḥ (Bc, 58, 7)」 という一文で締め括って、シッダール
タがカピラヴァッツの都から出て行ったところまでが一つの章として区切られている190。それはつまり、
初期経典に記される出家直前の「〔自分の住む場所から〕出て行く」行動に基づいて発達した＜出城
伝説＞が Abhiniṣkramaṇa という章題のもとに創作されたことを示している191。他方、Mahāvastu 二話目
の⑥頭髪礼拝に対応する出家場面は、続く Buddhacarita 第 6 章第 57–58 詩節に記されている192。そ
して第 8章には、＜出城＞ (Bc, ch. 8, vv. 45–47) と、＜頭髪礼拝＞及び＜衣服交換＞ (Bc, ch. 8, v. 
48) が神々の仕業であったことを御者から聞き、シッダールタが出家したことを知って悲しむ宮中の女








 Lalitavistara でも第 15章の章題名として Abhiniṣkramaṇaが用いられている。 
Lalitavistara, ch. 15 (Lv, 237, 17): iti śrīlalitavistare 'bhiniṣkramaṇaparivarto nāma pañcadaśamo 'dhyāyaḥ  
『佛説普曜経』では「出家品第十二」、『方廣大荘厳経』では「出家品第十五」に対応する。但し、個々
の仏伝文学によって Abhiniṣkramaṇa章としてまとめられる仏伝場面の範囲は一律でない。 





 第 6章の章題は Candakanivartana である。 
 
 iti buddhacatite mahākāvye chandakanivartano nāma ṣaṣṭhaḥ sargaḥ  
 Buddhacarita, ch. 6 (Bc, 67, 11) 
 以上、ブッダチャリタという偉大な詩における Chandakanivartana(チャンダカの帰還)と名付けら





 Buddhacarita, ch. 8, vv. 45–50 [Bc, 85, 1–86, 2]  
 
 =『佛所行讃』[T. 4, No. 192, 14b20–25]  
 「車匿抑悲心 而答衆人言 我眷戀追逐 不捨於王子 王子捐棄我 并捨俗威儀 剃頭被法服 遂入苦
 行林 衆人聞出家 驚起奇特想 嗚咽而啼泣 涕涙交流下」 
 













インド美術を見直すと、バールフット、サーンチー第 1 塔、 カナガナハッリ大塔、アマラーヴァティー大
塔、ナーガールジュナコンダを含むほぼ全てのインド内陸部の仏教遺跡には、シッダールタの出家に
関わる図像として出城図のみならず頭髪礼拝図が例外なく描かれている。この図像は、前節で確認し





整理すると、以下の図表が示すように、紀元前 2 世紀頃から紀元後 2–3 世紀にかけてのインド内陸部
では、非常によく知られていた伝説であったことが窺える(→ 表 4 を参照)197。 
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 シッダールタが出城した後に自らの刀で髷を切る姿は、剃髪図としてガンダーラ地域に確認される。栗田
功[2003: Fig. 616, 617]を参照。 
 サールナート出土(Gupta: the 5th century CE) の仏伝の諸場面をまとめた作例にも存在する。肥塚隆





















表 4. 頭髪礼拝図: インド内陸部の主な作例 
 
出土地 所在(現所在地) 年代 出典
Bhārhut 
→ 図 19 
西入口屈曲欄楯  
(P 3: Ajātaśatru pillar)  
 
 
Śuṅga: 150 BCE 
Coom1956. Fig. 32. 
Cunn. Pl. 16.  
Sāñcī  
→ 図 21 








→ 図 23 
上段レリーフ石版 No. 09/05 Sātavāhana: 
the early 2nd century 
CE 
 
ADN 科研. p. 67.  
MASI106. Pl. LXXXIX. 
B.  
Kanaganahalli 
→ 図 25 
上段レリーフ石版 No. 32 Sātavāhana: 
the early 2nd century 
CE 
ADN 科研. p. 78.  
MASI106. Pl. CXIV. A. 
 
Amarāvatī ロンドン、大英博物館: BM. 
46. 
Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
Knox. Fig. 5. 
 
 
Mathurā マトゥラー博物館: 56. 4238. Kuṣāṇa: 







→ 図 26 
マトゥラー博物館: 39. 2868. Kuṣāṇa: 
the 1th century CE 
 
肥塚 1975. 図 17.  
Mathurā
199
 マトゥラー博物館: 77. 26. 
 
Kuṣāṇa:  
the 1th century CE 
Sharma. Fig. 53. 
Mathurā ニューデリー国立博物館: 
Acc. No. I. 1. 
Kuṣāṇa: 
the 2nd century CE 
 
Quintanilla. Fig. 287.  
Kanaganahalli 




the 3rd century CE 
 







the 3rd century CE 
 
MASI106. Pl. CXXIII. 
E. 
Amarāvatī ロンドン、大英博物館: BM. 7. Sātavāhana: 
the 3rd century CE 
 
Knox. Fig. 11, 49, 51, 




the 3rd century CE 




the late 3rd century CE 
 
Rosen Stone. Fig. 225. 
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 従三十三天降下説話を描いた無仏像の作例。 
199 本章: 註 198 に同じ。 
 








ている(→ 図 19 を参照)。この図像は碑文
の解読から三十三天にあるスダルマー堂 















いるのが認められる(→ 図 20 を参照)。 
 サーンチー第 1 塔の南門西柱側面第 3 場面に描かれた
頭髪礼拝図も同様に髷の部分のみならず、生え際の髪の
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図 20: バールフット 西門屈曲欄楯 
Ajatasatru Pillar (P3) (部分拡大) 
 
図 19: バールフット 西門屈曲欄楯 
Ajatasatru Pillar (P3) 













いての考察によると、Maha (Skt. maha- < makha-)
は、もともと大勢の民衆が集まり、歌舞をなして饗宴
を楽しむ祭典であったとされる。三十三天における







                                                        
201 本章: 註 188 を参照。 
 Therīgāthā v. 514では Sumedhā 尼が出家する際に自分の髪を地上に投げ捨てた (kese 'va chamaṃ 
chupi sumedhā: Thī, 173, 18) という記述がある。 
 
202 Āyāraṅgaに記される頭髪礼拝伝説については、阪本(後藤)純子[1993: 88, n. 26] [2014: 341–342]を参
照。  




 『根本説一切有部毘奈耶』[T. 23, No. 1442, 715a19–20]  
 「若五年會 若六年會 若頂髻會 若盛年會」 
 
 
 頂髻會に対応する Skt. が Cūḍāmahaであることも、Māhāvyupatti (Nos. 5672–5680)に記される 9種類の
Mahaの名から特定されている。von Hinüber [2014: 30, n. 34, 35] もあわせて参照。 
 杉本卓洲[1984][1977]によると Mahaは特にジャイナ教にその具体的な 19種の名が列挙されている。
Mahaが仏教信仰の中に取り入れられて以後の様子は、諸部派の律に記録があり、どのような種類の Maha
図 21: サーンチー第1塔 南門西柱側面第3区画
















 カナガナハッリ大塔の南門の近くから発見された Kanaganahalli 08 は「出発 abhinikhama」









 Sn: Selasutta には、三十二相を具えた偉人が歩む 2 通りの道として、出家の生活を選択してブッ
ダになること、あるいは、在家の生活に留まって転輪王(Skt. rājan- cakravartin-)になることが語られ
ており、ブッダは Sn 第 554 詩節で自らの立場を明言している。その際、自らが説法する様を「ダン
マによって輪を回転させる dammena cakkaṃ vattemi (Sn, 109, 6)」と転輪王が理想の政治を遂行する
姿に準えて表現している。それに対応する図像もバールフットに看取される。 
 詳しくは、第 4 章 第 1 節 第 2 項 (4. 1. 2): 法輪を回転させるという記述を参照。 
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 Nakanishi and von Hinüber[2014: 93 (III. 2, 5)] 
 
205
 例えば Jātaka 註釈文献 Nidānakathāでは以下のように語られている。 
 
 so sace haseyya vā pādasaddaṃ kareyya vā saddo sakalanagaraṃ avatthareyya, tasmā devatā attano 
 ānubhāvena tassa yathā na koci suṇāti evaṃ hasitaṃ saddaṃ sannirumbhitvā 
 akkamaṇaakkhamaṇapadavāre hatthatalāni upanāmesuṃ.  









図 22: 出城図 
(Kanaganahalli 08 上段区画) 
図 23: 頭髪礼拝図 
(Kanaganahalli 09/05 下段区画) 
に対応する仏伝文学中の＜出城伝説＞が、第 1 節(3. 1)で提示した niṣ-√kramを用いた出家直前の
行動、すなわち「(自分の住む場所から)出て行く」という表現に基づいて発展した伝説であることは第 2





                                                                                                                                                                  
 
 Buddhacarita第 5章 第 81詩節では、神々ではなくヤクシャが愛馬の足を支える役目を果たしている。そ
れに対してバールフットの出城図は、このような馬の足を支える神々の姿は描写されておらず、出城伝説成
立以前の出城図を保存している。碑文も刻まれており、Lüders[1963: 87–88] によれば「アラハグタ天子」 




 同様の表現を用いた図像とそれに対応する碑文がキジル 110 窟に存在する。トカラ語によって刻まれた



















より制作時期が遅れる北門アーヤカ基壇のコーニスに描かれた仏伝フリーズ(the early 3rd century 
CE)が手掛りとなる。託胎霊夢図から初転法輪図までの 9 場面が右から左へと一列に並び、その配列
の中で出城図と頭髪礼拝図はヤクシャ塔廟への参拝図と降魔成道図との間に両隣で並んでいる
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 Nakanishi and von Hinüber [2014: 93 (III. 2, 6)] 
 
208 Poonacha[2013: 428, Pl. CXXIIF, G] 
図 24: 頭髪礼拝図 出城図 北門アーヤカ基壇上コーニス 










 カ ナ ガ ナ ハ ッ リ 大 塔 に は 同 じ 内 容 の 碑 文
(cūḍāha(r)[ana]
209
) を 刻 ん だ 上 段 レ リ ー フ 石 版




















図の中に見ることが出来る(→ 図 26 を参照)。このマト
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 Nakanishi and von Hinüber[2014: 94 (III. 2, 7)] 
 
図 25: 頭髪礼拝図 
(Kanaganahalli 32) 


























『仏本行経』、『四分律』、『大唐西域記』、Nidānakathā の 5 本がそれに該当する211。二商人奉食
伝説の文献整理を行った定方晟[2001: 119]が指摘するように、二商人奉食伝説は種々のヴァリ
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・Mahāvastu (Mvu iii, 310) 『佛本行集経』[T. 3, No. 190, 803a2–10]  
・『四分律』(法蔵部) [T. 22, No. 1428, 782a13–785c27] 
・『大唐西域記』巻第 1 [T. 51, No. 2087, 873a2–13] 
・Jātaka-aṭṭhavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā i, 81, 1–4)  
 
図 26: マトゥラー出土





















Skt. pravrajyā-, Pā. pabbajā- が碑文に記された、シッダールタが出家するその瞬間を描いたレリーフ
                                                        
212 『大唐西域記』では、縛喝国にあったとされる提謂城と波利城内に建立された仏塔に由来する話

















 このような仏伝の一場面としての頭髪礼拝図と、聖遺物への礼拝に繋がる頭髪礼拝図の 2 系
統の図像学的特徴をカナガナハッリ大塔は伝承している。 
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 Nakanishi and von Hinüber [2014: 91–101]、荒牧/Dalayan/中西[2011: 63–92] 
 







第 4 章 
上段レリーフ石版 No. 01 －初転法輪図－ 
 
 第 4 章では、Kanaganahalli 01 に描かれた初転法輪伝説の図像表現を考察する。ブッダが悟り
を開いた後、最初に説法を行ったことを物語る仏伝の一場面は＜初転法輪＞と呼ばれ、初期経
典の韻文資料から単独の散文資料に至るまで多数の文献資料が存在する214。他方、初転法輪伝





1. Suttanipāta: Nālakasutta, v. 684 (Sn, 132, 17–133, 2) 
2. Saṃyuttanikāya 22: Kandhasaṃyutta 59, Pañca (SN iii, 66, 24–68, 29) =『雑阿含経』(34)「五比丘」[T. 
 2, No. 99, 7c13–8a4 ] 
3. Saṃyuttanikāya 56: Saccasaṃyutta 11–12, Tathāgatenavutta (1–2) (SN v, 420, 24–425, 12) = 『雑阿含経』
 (379)「転法輪」[T. 2, No. 99, 103c13–104a29] 『転法輪経』[T. 2, No. 109, 503b3–503c23] =『佛説三
 転法輪経』[T. 2, No. 110, 504a5–b22] = Dharmacakrapravartana–Sūtra 
4. Majjhimanikāya 26: Ariyapariyesanasutta (MN i, 171, 18–175, 11) =『中阿含経』「羅摩経」(204) [T. 1, 
 No. 26, 777b7–778c7]  
5. Dīghanikāya 14: Mahāpadānasuttanta 3, 8–13 (DN ii, 40, 3–42, 15) = Mahāvadānasūtra (MAV, 146–148) 
 〔東トルキスタン有部〕=『長阿含経』「大本経」〔法蔵部〕[T. 1, No. 1, 8c26–9c6]  
6. Dīrghāgama: Catuṣpariṣatsūtra 11. 1–15. 19 (CPS Teil 1, 132–170, 444–449)  『佛説衆許摩訶帝経』[T. 
 3, No. 191, 953–c3–954b26]  
 
II. 仏伝文学(1) Skt.
1. Buddhacarita, Aśvaghoṣa 著, ch. 15, vv. 15–58 (Bc, 30–35) =『佛所行讃』[T. 4, No. 192, 28c19–30c5] = 
 『佛本行経』[T. 4, No. 193, 87a5–88b3]  Divyāvadāna No. 27 (Divy, 393, 21–26) =『阿育王傳』[T. 
 50, No. 2042, 104a17–19] =『雑阿含経』[T. 2, No. 99, 167b20–25] =『阿育王経』[T. 50, No. 2043, 
 137c28–138a4] 
2. Mahāvastu〔大衆部説出世部〕(Mvu iii, 328, 20–340, 15) 『佛本行集経』[T. 3, No. 190, 809a27–810b6] 
3. Lalitavistara, ch. 26 (Lv, 407, 12–418, 21) =『佛説普曜経』[T. 3, No. 186, 528c13, 530c14] ＝『方廣大
 荘厳経』[T. 3, No. 187, 605a15–606a6] 
4. Śākyasiṃhajātaka, vv.100–114 (Śsj, 167, 18–169, 12) 
 
III. 仏伝文学(2) Jātaka 註釈文献






説が図像によって表現されるのは、アジャンター前期石窟 (Sātavāhana, the 1th century BCE : 第





と同定されるのかをガンダーラ地域ローリヤーン・タンガイ (Kuṣāṇa, the 2nd–3rd century CE)
から出土した初転法輪図の一例に従って確認したい。その初転法輪図には以下の特徴が挙げら
れる(→ 図 28 を参照)。 
 
 
                                                                                                                                                                  
1. Jātaka-atthavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā i, 81, 17–82, 19) 
 
IV. 仏伝文学(3) 漢訳 (インド側の資料を欠く)
1. 『中本起経』[T. 4, No. 196, 147c5–149c12] 
2. 『佛説十二遊経』[T. 4, No. 195, 147a2–a3] 
3. 『佛説太子瑞応本起経』[T. 3, No. 185, 480c14–c19] 
4. 『異出菩薩本起経』[T. 3, No. 188, 617b12–620c8] 
5. 『僧伽羅刹所集経』[T. 4, No. 194, 137c19–c27] 
6. 『過去現在因果経』[T. 3, No. 189, 644a13–645a14] 
 
V. 諸部派の律 受戒犍度部
1. Vinaya: Mahāvagga 6, 5–47 (Vin i, 7, 35–14, 38) =『増一阿含経』「高幢品 24–1」(5) [T. 2, No. 125, 
 618a27–619b18] 
2. 『四分律』(法蔵部) [T. 22, No. 1428, 787c13–789b4] 
3. 『彌沙塞部和醯五分律』(化地部) [T. 22, No. 1421, 104a11–105a25] 
 
VI. 根本 説一切有部律 破僧事




 Schlingloff[1988: 8, 13–30] 
 
216
 サーンチー第 1 塔西門の第二横梁(中段)と第三横梁(下段)は、1881 年から 1882 年に行われた修復
作業の際に、裏と表を逆にして再現されている。現在見られる第二横梁正面の初転法輪図の本来の










 ① ブッダが法輪と鹿野苑を暗示する 2 頭の鹿を表した台座の上に座す。  
 ② ブッダは左手に衣端を握り、右手を挙げて説法を行う姿をしている。 
 ③ 5 人の比丘(最初の仏弟子)がブッダの周囲に座し、視線をブッダの方に向けている。 





 この 4 つの特徴は、ブッダや仏弟子の姿を表現し始めた 1 世紀後半以降の表現であり、初転
法輪伝説の場面として必要な要素(鹿・法輪・五比丘)が全て描き込まれている。この表現は、
我々の知る初転法輪伝説を正確に図像化していると言えよう。第 2 節(4. 2)では古代初期イン
ド美術にみられる初転法輪図の成立過程を整理し、このガンダーラ地域から出土した初転法輪
図より以前の初転法輪図の図像学的特徴を考察する。そして、その成立過程に基づき、カナガ





図 28: ガンダーラ地域 ローリヤーン・タンガイ出土 
カルカッタ、インド博物館蔵

























古層に所収される Nālakasutta 第 684 詩節が伝える初転法輪伝説である。その直前に説かれる
Nālakasutta 第 683 詩節には、＜誕生＞についての古い伝承も見られる。そのことは第 2 章に取
り上げているので合わせて参照されたい219。つまり、この Sn: Nālakasutta の冒頭部分には、＜
誕生＞と＜初転法輪＞が連続して間接的に説かれているということになる。冒頭部分のあらす
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 本章: 註 214 に挙げた初転法輪伝説を伝承する文献資料のうち、初転法輪図を表すために必要な







219 第 2 章 第 1 節(2. 1): 誕生伝説と誕生図を参照。 
 











 so sabbasattuttamo aggapuggalo narāsabho sabbapajānam uttamo,  
 vattessati cakkaṃ isivhaye vane nadaṃ va sīho balavā migābhibhū.  





 古層に位置する Sn: Nālakasutta の冒頭部分に記されたこの詩節から初転法輪図の情景として
指摘出来ることは、(1) ブッダが初めて説法した場所  と、(2) 初めての説法が(法)輪を回転させ





4. 1. 1 
ブッダが初めて説法した場所 
 
 Suttanipāta 第 684 詩節が伝える仙人という名の林(Pā. isivhaya- vana-)というのは、古代にはリ
シパタナ(Skt. Ṛṣipatana, Pā. Isipatana, Chn. 仙人堕処)または、鹿野苑(Skt. Mṛgadāya, Pā. 
Migadāya)と呼ばれた現在のサールナートのことを指している。リシパタナという場所はバール
フット(Śunga, 150 BCE : 笠石)の図像に表現されており、Lüders[1941]がそれを詳細に解説して
いる(→ 図 29 を参照)。 
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 Sn, 132, 17–133, 2. 
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 Lüders [1941: 44]によれば、Mahāvastu は 500 人の辟支仏について述べているが、図像では 500 人




 ālabdhavīryā satatānuyogī udagracittā akuśīdavartī / dṛḍhavikramā vīryabalopapetā ekacarā 
 khaḍgaviṣāṇakalpā // vaihāyasam abhyudgamya tejodhātuṃ samāpadyitvā anupādāya parinirvṛtā // 
 svakāye tejodhātūye mānsaśoṇitaṃ dhyāpitaṃ / śarīrāṇi patitāni //  (中略)   
 ṛṣayo 'tra patitā ṛṣipatanaṃ. 
 Mahāvastu (Mvu i, 375–359) 
 彼らは精進し、絶えずヨーガに従い、気高い心を持ち、怠惰なく実践し、堅固な勇気を持ち、
 精進力を具え、犀の角のように、独り行じる者である。彼らは空中に向かって上昇し、火界〔定〕
 に入り、執着せずに般涅槃した。自らの火界〔定〕で肉と血を焼かれた。諸々の骨が落ちた。  
 (中略)  ここに聖仙(ṛṣi)たちが落ちた〔ので〕リシパタナ〔という名で呼ばれるのである〕。  
 阿賀谷友宏[2011: 26–27]を参照。 
 
223
 シュリングロフはこの図像を樹下観耕図と解釈している。Schlingloff [2000: 52–54] 
 
図 29: バールフット 笠石浮彫 
カルカッタ、インド博物館蔵 
 











4. 1. 2 
法輪を回転させるという記述 
 
 次に Suttanipāta 第 684 詩節に伝承される「彼は〔法〕輪を回転させるでしょう(vattessati 
cakkaṃ)」というフレーズによって示された情景描写について考察する。このフレーズは
Suttanipāta の Nālakasutta 以外にも散見され、図像においても初転法輪伝説とは関連の無い法輪
の図像が存在する225。バールフットから出土した南門屈曲欄楯の内面上段区画に描かれた図像




と同じ Suttanipāta に収められた Selasutta 第 554 詩節前後の記述を辿り、より具体的な法輪に関
する内容と図像表現を確認しておこう。Sn: Selasutta では、三十二相を具えた偉人が歩む 2 通り
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 mṛgāṇāṃ dāyo dinno mṛgadāyo ti ṛṣipattano // 





Lüders [1963 : 127–128]参照。 
 
225
 Bhārhut: Coomaraswamy [1956: fig. 28, 62, 66]、Bodhgayā: Coomaraswamy [1935: Pl. 27. 2, 49. 3]  
 
226
 Lüders[1963: 113–118]は建物の屋根に刻まれた碑文を「世尊の法輪」Bhagavato dhamachakaṃ (B38)、
続けて右下の碑文を 「コーサラ国 プラセナジット王」rājā Pasenaji Kosalo (B39) と解読している。
従って、この図像はブッダとプラセナジット王に関連した内容の図像であることを指摘する。 
 リューダースはフーシェがこの図像を舎衛城の神変図と同定したことを否定し、この柱の隣り合
う 3 面それぞれに sambodhi 「成道」、parinirvāṇa「涅槃」、dharmacakrapravartana「初転法輪」を描く
ことでブッダの人生における 3 つの出来事を暗示していたのではないかと提案している。 
 











 rājāham asmi, selā ’ti bhagavā, dhammarājā anuttaro,  
 dhammena cakkaṃ vattemi, cakkaṃ appaṭivattiyaṃ. 












ンド美術に位置付けられる南インドのジャッガヤペータ出土の転輪王図(Sātavāhana, the 1th 
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 梶山雄一ほか(編)[1986: 220]参照。 
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図 30: アマラーヴァティー近郊 レリーフ石板 
パリ、国立ギメ東洋美術館蔵 
century BCE–the 1th century CE: レリーフ石板231)やアマラーヴァティ大塔近郊から出土した転
輪王図(Sātavāhana, the late 1th century BCE: レリーフ石板)によって知られており、転輪王の周囲
には王が具えるべき七宝が並んでいる(→ 図 30 を参照)232。ここで注目すべきことは、両者共
に七宝の一つである輪宝(Pā. cakkaratana-)が法輪柱の造形によって描かれていることである。 
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rāyā cakavaṭī sataradaṇo と記されている。 
Zin [2010]、荒牧/Dalayan/中西[2011: 85, 100]、Nakanishi and von Hinüber [2014: 101 (III. 3. 1. Pl. 35)]参
照。 
 ナーガールジュナコンダからも転輪聖王図(3 世紀: ニューデリー国立博物館蔵)が出土しており、
その背景に輪宝が法輪柱によって表現されているのを確認することが出来る。 





小泉惠英[2005: 26, 図 22]、東京国立博物館パキスタン調査隊[2011: 61–62, 図 182] 
図 31: バールフット 欄楯装飾 
カルカッタ、インド博物館蔵 








化された転輪王の輪宝が、日輪(discus of the sun)、武器とし
ての輪(wheel)や戦車を意識して表現していないことは明ら
かであり、むしろ Sn: Selasutta の序文に「彼(転輪王)はこの
大地を海岸に至るまで、棍棒によらず、刀剣によらずに、
法によって征服して、占拠する」 (so imaṃ paṭhaviṃ 
sāgarapariyantaṃ adaṇḍena asatthena dhammena abhivijiya 
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 藤田宏達[1954]は、DN 26: Cakkavattisīhanādasuttanta の記述に基づき、「〔天の〕輪宝」〔dibbaṃ〕
cakkaratanaṃ が、転輪王が全大地を運行する状態を太陽の運行を喩えて描いていることから、太陽
の威光が輪宝として象徴されているとする。しかし定方晟[2002]が指摘するように、七宝の一つで 




 DN 26: Cakkavattisīhanādasuttanta (DN iii, 61–62)では、聖なる転輪王の務め(ariyaṃ cakkavatti-vatta-)
についての具体的な記述がある。そこにおいても法による統治が語られている。 
 
235 サールナートのアショーカ王柱については、塚本啓祥[1976: 24 / 69–72]、肥塚/宮治(編)[2000: figs. 
4–8]、Falk[2006: 209–214]を参照。 
 
図 32: サーンチー第 2 塔 
欄楯装飾 
 








柱の作例を見ることが出来る(→ 図 32 を参照)237。 
 一方、転輪王図と同時代に描かれていた仏教における法輪柱の図像は、バールフット、ボー
ドガヤー(Śunga, the 1th century BCE : 角柱 No. 10, 40)等に作例が残る238。「法輪を回転させる」
というフレーズで喩えられるブッダが教えを説く姿が法輪柱によって象徴的に描かれている
(→ 図 31 を参照)。 つまり、両者に同じ法輪柱を描くことで図像においても、Sn: Nālakasutta、
Selasutta 等の韻文資料に語られるような、ブッダが自らの教えを宣布する姿を、転輪王が理想
の政治を遂行する姿になぞらえて表現していると言えよう。 












五比丘であったが、先に引用した Sn: Nālakasutta 第 684 詩節のブッダの初説法について触れる
記述には、説法の対象者に言及した箇所は見られない。初転法輪伝説を伝える諸文献のうち、





237 サーンチー第 2 塔の欄楯装飾にアショーカ王柱の造形が 4 例確認される。Marshall and Foucher [1940: 
Pl. 74, 3a (北東区分: 北面), 5a (北東区分: 西面). Pl. 82, 44b (東南区分: 北面). Pl. 86, 66b (南西区分: 東
面)] 
 さらに、第 3 塔の塔門東柱南面第 1 区画に 1 例確認される。Marshall and Foucher [1940: Pl. 103, b (東
柱: 南面). 
 
238 Coomaraswamy[1935: 角柱 No. 40: Pl. 27, Pl. 46, 2. 角柱 No. 10: Pl. 13, Pl. 46, 3, Pl. 49, 3] 
 







pañcavaggiyā bhikkhū)とだけ記述する SN: Khandhavagga の Khandhasaṃyutta に属する SN 22: 59, 
Pañca
239と MN 26: Ariyapariyesanasutta240の伝承がある。そして、SN: Mahāvagga の Saccasaṃyutta 
に属する SN 56: 11–12, Tathāgatena vutta (1–2)241では、「五群の比丘」のみならず、散文の最後に、










 buddhānubuddho yo thero Koṇḍañño tibbanikkamo,  
 pahīnajātimaraṇo brahmacariyassa kevalī.  








 Catuṣpariṣatsūtra もコンダンニャ(Skt. Kauṇḍinya)の名前を挙げている。(CPS, 152, 447) 
 
243
 北畠利親[1998: 98–99] 表 2, 表 3 を参照。 
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 pajjotakaro ativijjha sabbaṭṭhitīnam atikkamam addā, 
 ñatvā ca sacchikatvā ca, aggaṃ so desayi dasaaddhānaṃ. 
 Theragāthā: Vaṅgīsa Thera, v. 1244 (Th, 111, 27–28) 
 ともしびを作る人は、洞察して、あらゆる立場の超越を見た。 
 そして、理解し、明らかにして、彼は 人に最初に説き示した。 
 

















に、マトゥラーのアーチ形浮彫石板(Kuṣāṇa, the mid 1th century CE: 入口飾り板背面)が挙げられ
る。三日月形の枠内に法輪柱を礼拝する 2 頭の鹿と 2 人の大衣を纏って合掌する比丘の姿を見
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 高田修[1967]の指摘以降、カウシャーンビー(Śunga, the 1th century BCE: 欄楯柱) やカナガナハッリ大
塔 Kanaganahalli14/19, 39, 44, 59 (Sātavāhana, the early 2nd century CE: 上段レリーフ石版) からもブッダ
の姿に先行して仏弟子を描いた極めて早期の図像が出土している。 
Tripathi[2003: fig. 28] 荒牧/Dalayan/中西[2011: 70, 81, 83, 91] 




































図 33: マトゥラー 入口飾り板 (部分拡大) ボストン美術館蔵 






表 5. 初転法輪図: インド内陸部の主な作例 
出土地 所在(現所在地) 年代 出典 
Ajaṇṭā 
→ 図 35 
第 10 窟左側壁面 Sātavāhana: 
the 1th century BCE 
 




→ 図 34 
第 1 塔西門第二横梁正面 Sātavāhana: 
the early 1th century 
CE 
 
全集 13. 挿図 61. 
Kanaganahalli 
→ 図 37 
上段レリーフ石版 No. 01 
 
Sātavāhana: 
the early 2nd century 
CE 
 
ADN 科研. p. 63. 
MASI106. Pl. LXXXI. A. 
 
Amarāvatī マドラス州立博物館 Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
 
Sivaramamurti. Pl. 20, fig. 
2, Pl. 37, fig. 3. 
Amarāvatī 描き起し図 Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
 
Fergusson. Pl. 71, fig. 2. 
Amarāvatī ロンドン、大英博物館 Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
 
Nnox. Pl. 11, 63, 82, 88, 89, 
101.  
Kanaganahalli 











the late 3rd century CE 
 





 Sn: Nālakasutta から初転法輪図の情景として指摘出来ることは、(1) ブッダが初めて説法した
場所と、(2) 初めての説法が(法)輪を回転させる と表現されることの 2 点であった。サーンチ
ー第 1 塔の西門第二横梁正面に描かれた図像中に、この 2 つの情景を合わせた表現を見ること




    ダを表現している。 
 ② 台座の両端に一対の鹿を配し、鹿野苑を暗示している。 






 ③ 4 人の男性 四天王 が合掌したポーズで立ち、姿勢を法輪の方へ向けている。 
 ④ その上方には翼を広げた天人が花綱を掲げている。 
 
 




 また、類似した特徴を表す図像がアジャンター第 10 窟の左側壁面にも現存し、Schlingloff 
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 Schlingloff [1988: 1–13, 64–72]を参照。アジャンター第 10 窟の壁画は、左側壁面に一連の仏伝が
並ぶ。順序は＜兜率天の菩薩＞ → ＜誕生＞ → ＜七歩＞ → ＜樹下観耕＞ → ＜降魔成道＞ → 
＜初転法輪＞ → ＜舎利分配＞ → ＜帰城＞と時間軸に沿って並んでいる。向かいあう右壁には、
シュヤーマ本生図と六牙象本生図が並ぶ。 
 
図 34: サーンチー第 1 塔 西門第二横梁正面 
















 evam pavattite ca pana bhagavatā dhammacakke bhummā devā saddam anussāvesuṃ//
 etaṃ bhagavatā bārāṇasiyaṃ isipatane migadāye anuttaraṃ dhammacakkaṃ 
 pavattitaṃappativattiyaṃ samaṇena vā brāhmaṇena vā devena vā mārena vā brahmunā vā 
 kenaci vā lokasmin ti //250  
 Saṃyuttanikāya 56: 11–12, Tathāgatena vutta (1–2) (SN v, 423, 17–22) 










図 35: アジャンター第 10 窟 左側壁面 




















 なお、この記述には、先に提示した Sn: 
Selasutta 第 554 詩節の語句が引用されてお
り、本来は初転法輪伝説とは無関係であっ
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 bhummānaṃ devānaṃ saddaṃ sutvā cātummahārājikā devā saddam anussāvesuṃ // etaṃ bhagavatā 
 bārānasiyaṃ isipatane migadāye anuttaraṃ dhammacakkaṃ pavattitaṃ appativattiyaṃ samaṇena vā 
 brāhmaṇena vā devena vā mārena vā brahmuṇā vā kenaci vā lokasmin ti //  




 Vinaya: Mahāvagga 6, 30 (Vin i, 11, 37–12, 11)にも、神々が声に出して宣言する場面が記されている。 
 
図 36: サーンチー第 1 塔 南門西柱正面第 1 区画 
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 このような聖地を巡礼する習慣はインドで古くから行われており、Divyāvadāna の第 26 章から第
29 章を形成する一連のアショーカ王の伝記(Aśokāvadāna)の第 27 章には、アショーカ王が巡礼した
仏の誕生から涅槃までに縁のある 32 の事蹟が挙げられている。 
 
254
 高田修[1967: 53–55]参照。 
 












法輪図が描かれる Kanaganahalli 01 は、2009 年の研究調査段階では、南門正面付近に復元した
状態で置かれていた(→資料 1 を参照)。Kanaganahalli 01 は、本来の場所が特定不能なレリーフ
の一つで、59 枚のレリーフ石版のうち 2 枚しか発見されていない①のタイプにあたる(→図 6
を参照)。①のタイプは、③と④のレリーフ石版を切り替える、いわばスイッチの役割を果たし、
東門から南門までの四分円部分のどこかに配置していたと推測される 255。初転法輪図は、
Kanaganahalli 01 の上段区画に位置する。残念なことに Kanaganahalli 01 は破損が激しく、下段
区画はレリーフの断片が一部残るのみであり、碑文と蓮弁で装飾された欄楯が彫刻されている
一番下部分は発見されていない。以下にその特徴を挙げる(→図 37 を参照)。 
 
① 中央に空席の椅子を置き、その下に仏 
   足跡を描くことで、ブッダが座してい  




④ 4 人の男性 四天王 が合掌した姿勢で坐 
   し、視線を法輪と中央の獅子の方へ向 
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 序論 第 3 節 第 1 項 (0. 3. 1): 上段レリーフ石板の外観的特徴を参照。 
図 37: 初転法輪図 
(Kanaganahalli 01 上段区画) 






図 38: 初転法輪図 西門アーヤカ基壇上コーニス 





であるのかは分からないが、上段レリーフ石版より制作年代が下る第 2 期 サータヴァーハナ








に描かれた初転法輪図にも表わされている(→ 図 38 を参照)。 
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 Poonacha[2013: 430, Pl. CXXIVD] 
 
257
 Poonacha[2013: 431, Pl. CXXXVF] 
 

































Kanaganahalli 01 に描かれた初転法輪図の図像表現と特徴をまとめると次のようになる。 
 古代初期インド美術において、初転法輪伝説を図像化したものは、初転法輪図と鹿野苑での
法輪柱の供養図と 2 つのタイプが存在し、両者は厳密に区別された。特に法輪柱は、もともと
図 39: 法輪柱図 下段レリーフ石板 



























石板の 2 ヵ所に描かれている258。そのうち状態の良い 1 つの図像に焦点を絞り、第 2 期サータ
ヴァーハナ時代 第１段階(紀元前 1世紀頃～紀元後 1世紀)に設置されたとする下段レリーフ石
板の祇園精舎布施図がどのような内容を保存しているのかを、文献資料と碑文の解読に基づき
考察する259。また、第 2 節第 1 項(5. 2. 1)では、カナガナハッリ大塔の祇園精舎布施図中に描
き込まれる舎衛城の神変図について検討する。同主題は類例が乏しいため、バールフットの祇
園精舎布施図を解明した Lüders[1963]以降の論考は見られず、広く認知されていないように思









 ＜祇園精舎布施260＞と呼ばれるエピソードの骨子は「給孤独長者  (Skt. Anāthapiṇḍada, Pā. 
Anāthapiṇḍika) (以下、給孤独と呼ぶ) がブッダとその弟子達とを舎衛城  (Skt. Śrāvastī Pā. Sāvatthī) 
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 下段レリーフ石版以外に、祇園精舎布施図と関係するレリーフ断片が 2 点確認される。 
Poonacha[2013: 361, Pl. VLA, B]、Nakanishi and von Hinüber[2014: 96–97 (III. 2, 15, 16)] 




 Poonacha[2013: 627]を参照。 
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へと招待するために、ジェータ王子 (Skt. / Pā. Jeta) が所有している舎衛城郊外のジェータヴァ
ナ(Skt. / Pā. Jetavana )を購入して、精舎を用意した」というものである261。このエピソードは初
                                                                                                                                                                  
精舎の東門にアショーカ王によって建てられた 2 本の石柱があり、2 つの石柱の柱頭にそれぞれ、
法輪と牡牛が造形さていたことを記している。 
『高僧法顯傳』[T. 51, No. 2085, 860b15–b16]『大唐西域記』[T. 51, No. 2087, 899b6–b8] 
また遺跡内からは、マトゥラーで製作された後に祇園精舎まで運ばれた菩薩立像 (頭部を欠く) が




Lüders, List. 918, 919. = 塚本啓祥[1996: 700–701, Saheṭh-Maheṭh 2, 3] 
 
261
 ＜祇園精舎布施＞を伝える文献資料を収集整理し、7 グル–プ(I～VII)に大別し以下に挙げる。 
 
I. 初期経典 (阿含・ニカーヤ) 
1. Saṃyuttanikāya 1. 1: Devatāsaṃyutta 5. 8, Jetavana (SN i, 33, 23–34, 6)  
2. Saṃyuttanikāya 1. 2: Devaputtasaṃyutta 2. 10, Anāthapiṇḍiko (SN i, 55, 10–56, 13) =『別訳雑阿含経』
 (187) [T. 2, No. 100, 441a27-442a17] =『雑阿含経』(593)「須達生天」[T. 2, No. 99, 158b24–c29] 
3. Saṃyuttanikāya 1. 10: Yakkhasaṃyutta 8, Sudatto (SN i, 210, 29–212, 18) =『別訳雑阿含経』(186) [T. 
 2, No. 100, 440b2–441a25] =『雑阿含経』(592)「須達」[T. 2, No. 99, 157b18–158b23] 
4. Majjhimanikāya 143: Anāthapiṇḍikovādasutta (MN iii, 258, 1–263, 12) = 『中阿含経』「教化病経」(28) 
 [T. 1, No. 26, 458b28–461b15] =『増一阿含経』巻 49 (51. 非常品 8) [T. 2, No. 125, 819b11–820c2] 
 
II. 仏伝文学(1) Skt. 
1. Buddhacarita, Aśvaghoṣa 著 ch. 18, vv. 1–87 / ch. 20, vv. 1–56 = 『佛所行讃』[T. 4, No. 192, 34b6–36c6 
 / 38b17–40a1] 『佛本行経』第 18「度寶稱品」[T. 4, No. 193, 81c17–82a6] 
 
III. 仏伝文学(2) Jātaka 註釈文献 
1. Jātaka-aṭṭhavaṇṇanā, Nidānakathā (Jā i. 92, 14–94, 25)  
 
IV. 仏伝文学(3) 漢訳 (インド側の資料を欠く) 
1. 『中本起経』巻 7「須達品」[T. 4, No. 196, 156b3–157b11] 
2. 『佛説十二遊経』[T. 4, No. 195, 147a25–27] 
 
V. 諸部派の律 
1. Vinaya: Cullavagga (南方上座部・臥坐具犍度) VI 1, 1–5. 4, 1–10. 9, 1–2. (Vin ii, 146, 3–148, 6 / 154, 
 26–159, 21 / 163, 35–165, 2)  
2.『四分律』(法蔵部・房舎犍度) [T. 22, No. 1428, 938b20–941c4] 










は、それらの諸文献は 2 系統に大別される。給孤独が生天し、給孤独天子  (Pā. Anāthapiṇḍika 
devaputta-) として再生したことを説く系統と263、給孤独が優婆塞となり、ブッダを舎衛城へ招
待するに至った経緯を説く系統である264。前者は、Saṃyuttanikāya 1. 1: Devatāsaṃyutta に属する 
                                                                                                                                                                  
4.『摩訶僧祇律』(大衆部・跋渠法) [T. 22, No. 1425, 415a29–c9] 
5.『十誦律』(説一切有部・臥具法) [T. 23, No. 1435, 243c20–251a15] 
6. Mūlasarvāstivāda-Vinaya, Śayanāsanavastu (Śay-v, 10, 13– 27, 17)  
7. Mūlasarvāstivāda-Vinaya, Saṅghabhedavastu (Sbhv i, 166, 16–181, 16) = 『根本説一切有部毘奈耶破僧
 事』[T. 24, No. 1450, 138b18–142b12] 『佛説衆許摩訶帝経』[T. 3, No. 191, 967c7–969c27] 
 
VI. 説話 
1. 『賢愚経』巻第 10「須達起精舎品」[T. 4, No. 202, 418b–421b] 
 
VII. 史伝 
1. 『高僧法顯傳』巻第 1 [T. 51, No. 2085, 860c14–c17] 













に、関西大学が 1986 年より 3 年間に及ぶ、インド考古局と共同で実施した総合学術調査の結果を刊
行している。この調査によって初めて、F-II 調査区の僧院遺構の下層において北方黒色磨研土器 




率天」、『増一阿含経』 非常品 (8) では「三十三天」と各経典によって異なる。 
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第 5 章 第 8 節 Jetavana に説かれる詩節を核にして展開する265。以下に該当する給孤独天子が
唱えた詩節を提示する。 
 
 idaṃ hitaṃ jetavanaṃ || isisaṅghanisevitaṃ || 
 āvutthaṃ dhammarājena || pītisañjananaṃ mama || || 




 この詩節が含まれる  『別訳雑阿含経』第 187 経、 Majjhimanikāya 第 143 経 
(Anāthapiṇḍikovādasutta)、及び 『増一阿含経』非常品 第 8 経 では給孤独が生天する前に「臨
終間際の給孤独に対して、舎利弗が説法する」というエピソードが付属している266。いずれも
給孤独天子が上記した詩節を唱えていることを考慮すれば、「布施の果報による生天」が前者




 kammaṃ vijjā ca dhammo ca || sīlaṃ jīvitam uttamaṃ || 
 etena maccā sujjhanti || na gottena dhanena vā  || || 
 tasmā hi paṇḍito poso || sampassaṃ attham attano || 
 yoniso vicine dhammaṃ || evaṃ tattha visujjhati || || 
 sāriputto va paññāya || sīlena upasamena ca || yo pi pāragato bhikkhu || etāva paramo siyāti || || 
































  復するが故の如し。尊者舍梨子。我れ、往昔の時、少しく爲す所有り」 





 (1) 給孤独が夏安居を過ごすブッダとその弟子たちを舎衛城に招待する。 
   我即叉手白曰。世尊。願受我請。於舍衞國而受夏坐。及比丘衆。 
  『中阿含経』「教化病経」(28) [T. 1, No. 26, 460c8–10]  
 (2) 給孤独がジェータ王子からジェータヴァナを購入する。 
   吾不賣園、至億億布滿。我即白曰。童子。今已決斷價數。但當取錢。 
  『中阿含経』「教化病経」(28) [T. 1, No. 26, 461a6–7] 
                                                        
267
 ところが、諸部派の律では異なり、ヴィハーラの布施による果報を南方上座部所伝の律では般涅















 (3) 金貨をジェータヴァナに敷き詰めるが、少し足りない場所がでてしまう。 
   我即入舍衞國、還家取錢。以象馬車、擧負輦載。出億億布地、少處未遍。 
  『中阿含経』「教化病経」(28) [T. 1, No. 26, 461a11–13] 
 (4) その空地にジェータ王子が門を建てる。 
   長者且止。莫復出錢布此處也。吾於此處造立門屋、施佛及衆。 
  『中阿含経』「教化病経」(28) [T. 1, No. 26, 461a22–23] 
 (5) ジェータヴァナに房舎と小房が完成する。 
   我即、於此夏、起十六大屋六十拘絺。 




諸部派の律に詳細な記述があり、南方上座部所伝の律 Vinaya: Cullavagga (4, 1–10) は、上記し
た『中阿含経』「教化病経」の最終場面 (1)–(5) と同じ内容を伝承しつつも、最後にジェータ
ヴァナに造られた建造物が種類別に列挙されている269。以下に Vinaya: Cullavagga の該当箇所を
提示する。 
 
 atha kho anāthapiṇḍiko gahapati jetavane vihāre kārāpesi, parivenāni kārāpesi, koṭṭhake kārāpesi, 
 upaṭṭhānasālāyo kārāpesi, aggisālāyo kārāpesi, kappiyakuṭiyo kārāpesi, vaccakuṭiyo 
 kārāpesi,caṅkame kārāpesi, caṅkamanasālāyo kārāpesi, udapāne kārāpesi, udapānasālāyo 
 kārāpesi, jantāghare kārāpesi, jantāgharasālāyo kārāpesi, pokkharaṇiyo kārāpesi, maṇḍape 




 『中阿含経』[T. 1, No. 26, 460c18–20]  
 「爾時、世尊、即差尊者舍梨子。遣尊者舍梨子、令見佐助」 
 











 kārāpesi.  






 ここでは 15 種類の建造物が、すでにブッダ在世時からジェータヴァナにも建てられていた
ことになっている。また、祇園精舎完成時の建造物の種類や数は諸部派の律によって異同が認
められる271。次に具体的な建造物の記述があるのは、『五分律』(舍利弗。然後以繩量度、作經
行處、講堂、温室、食厨、浴屋及諸房舍。 [T. 22 No. 1421, 167b17–18])である。『十誦律』、 
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 また Paramatthajotikā II にも関連する記述があり、祇園精舎においてブッダが過ごす場所として、
大香堂、Kareri 円形講堂、Kosamba 堂、Candana 円形堂の 5 つの建造物が挙げられている。 
 
 nivāsāgāraṃ pana bhagavato jetavane mahāgandhakuṭi - karerimaṇḍalamāla - kosambakuṭi - 
 candanamālādi anekappakāraṃ, taṃ sandhāya na yujjati.  
 Paramatthajotikā II (Pj II, 403, 2–4) 
 
 現地調査の報告では、サヘート村にある祇園精舎址に残る伽藍群のうち、最も古い寺院 No. 2 が
香堂、そして寺院 No. 3 が Kosamba 堂と同定されている。そして菩薩像の寄進文から、経行処があ
ったことも確認出来る。本論 註 256 を参照。 
 ジェータヴァナの門に関しては、ジェータ王子が 9 コーティの財産を投じて建設させたことが
Jātaka No. 229: palāyijātaka の序文に別記されている。 
 
 mahājanaparivuto jetavanaṃ gacchanto Jetarājakumārena navakoṭidhanaṃ vissajjetvā kāritaṃ 
 jetavanadvārakoṭṭhakaṃ disvā ...  









 また、第 2 節第 1 項(5. 2. 1)に論じる祇園精舎布施図中に描かれる舎衛城の神変図について、
両者の文献資料上の接点を探ると、祇園精舎布施を伝承する初期経典及び諸部派の律には、途
中に挿話として収められたり、連続して説かれるような舎衛城の神変の痕跡は見られない。し
かしながら、Buddhacarita 第 20 章(ch. 20, vv. 1–56 = 『佛所行讃』受祇桓精舍品第二十)に語ら













 ＜祇園精舎布施＞のエピソードが図像によって伝承され始めるのは、バールフット (Śunga, 
150 BCE: 欄楯装飾)、ボードガヤー (Śunga, the 1th century BCE: 角柱 No. 10 外側)、 サーンチ
ー第 1 塔 (Sātavāhana, the early 1th century CE: 北門東柱正面第 2区画) 等の古代初期インド美術
からであったことが知られている(→ 表 6 を参照)275。 
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 『佛所行讃』受祇桓精舍品第二十の対応箇所は[T. 4, No. 192, 39c16–39c23]である。 
 
273








 Buddhacarita の著者であるアシュヴァゴーシャについては梶山雄一ほか(編)[1985: 478]を参照。 
 
275
 ガンダーラ地域出土の祇園精舎布施図と確定し得る作例は僅か 2 例である。 
















南東四分円欄楯第 15 柱 
(P14) 
Śuṅga: 150 BCE Coom1956. Fig. 67. 
 
Bodhgayā 第 10 柱外側 Śuṅga: the 1th century 
BCE 









the early 1th century CE 
MF. Pl. 34, a2. 
Kanaganahalli 
→ 図 43 
下段レリーフ石版 Sātavāhana: 
ca. the 1th century BCE / 
CE  
 





ca. the 1th century BCE / 
CE  
 
MASI106. Pl. LV, B. 
N. 3701. 
Amarāvatī アマラーヴァティー考古
博物館: No. 405. 
 
Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
 
Zin2010. Fig. 1.  
Amarāvatī マドラス州立博物館: No. 
147. 
Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
Burgess. Pl. 12, 3. 
Sivaramamurti. Pl. 35, 2. 
Zin2010. Fig. 3. 
 
Amarāvatī アマラーヴァティー考古
博物館: No. 62. 
Sātavāhana: 
the 2nd century CE 
GS. Pl. 41.  
全集 13. 挿図 104. 





図像を解明した Lüders[1963]の解説に基づいて確認しておこう。(→ 図 40 を参照) 
                                                                                                                                                                  
蔵) ではあるものの、様式的に最も遡るべきガンダーラ美術の作例の一つに位置付けている。 
 もう一例は、マルダーン出土の作例が現存する(カラチ・パキスタン国立博物館蔵, Inv. No. 50)。



























 2. ジェータヴァナを譲渡する：  円形区画の左半分には 2 場面目の給孤独が水差し(Skt. 
bhṛṅkāra-)を持って再度登場し、見えざるブッダの両手へ水が注がれている277。その反対側では
                                                        
276
 Lüders[1963: 105] B32: Jetavana Anādhapeḍiko deti koṭisaṃthatena ketā Trans. Anādhapeḍiko 
(Anāthapiṇḍika) presents the Jetavana, having bought it for a layer of crores.  
塚本啓祥[1996: 561–562, Bhārhut 46] 
 「Anādhapeḍika (Anāthapiṇḍika 給孤独) は敷き詰められたコーティ(10,000,000)〔の金貨〕と交




大塔上段レリーフ石版 No. 39、と上段レリーフ石版 No. 59 にも確認される。 




純子[2008: 93, n. 46] 
 
 『四分律』[T. 22, No. 1428, 941b19–b22] 
 「鉢持金瓶授水已、白佛言。我以此祇桓園奉上世尊、唯願受之。佛言。居士。汝可持此園奉佛
  及四方僧」  
 
  mahāseṭṭi suvaṇṇabiṃkāraṃ ādāya dasabalassa hatthe udakaṃ pātetvā “ imaṃ  







6 人の男性達が立っている。彼等のうちの 1 人は合掌していて、2 人目は衣を振って波立たせ、
3 人目は指笛を鳴らして、喜びを表現しており、給孤独がブッダにジェータヴァナを譲渡する






5. 2. 1 
古代初期インド美術における舎衛城の神変図の図像表現 
 
 次いで、左下の Kosamba 堂の右側に果実を付けたマンゴー樹が描かれていることに注目した
い。 (→ 図 41 を参照)。マンゴー樹の根元は欄楯に取り囲まれ、台座が設置されている。伐採
を免れて目立つ場所にあるマンゴー樹について、リューダースはカニングハムの意見に賛同し
て、舎衛城の神変に記される Gaṇḍamba 樹 (ガンダのマンゴー樹: 以下、マンゴー樹と呼ぶ) と同
定し280、この図像の舞台設定が舎衛城郊外の祇園精舎であることを暗示させるものであると解
釈している281。 
                                                                                                                                                                  
 jetavanavihāram āgatānāgatassa cātuddisassa buddhapamukhassa saṃghassa dammīti  ” adāsi.  





 その他、Buddhacarita ch. 20, v. 3 =『佛所行讃』[T. 4, No. 192, 38b27–b28]、Saṅghabhedavastu (Sbhv i, 
180, 28–181, 7) =『根本説一切有部毘奈耶破僧事』[T. 24, No. 1450, 142a27–142b5] 『佛説衆許摩訶帝
経』[T. 3, No. 191, 969b11–17]等にも見られる。 
 
278 kosabak[u]ṭi Lüders[1963: B33]  
 Kosambakuṭi < Skt. Kauśāmbakutī はブッダによって居住された房舎の 1 つ(DPPN I, p. 691)。 
赤沼智善[1981]は、コーサンバ樹がその戸口に立っているから、その名になったと理解している。
Lüders[1963: 108]は、小房(Pā. kuṭī-)がある Kauśāmbī 出身者によって建設されたという事実から、お
そらくその名前を被ったのだろうとする。 
 
279 gadhakuṭi Lüders[1963: B34] 
 
280

























                                                                                                                                                                  
+ amba  
 Sarabhamigajātaka の序文には、ガンダ(Gaṇḍa)という名の王園の番人がブッダに布施したマンゴー
の種から生じたマンゴー樹の下で双神変が現ぜられたことを記す。(Jā iv, 264, 28–265, 9) 
 
281
 Cunningham[1962: 87]、Lüders[1963: 106] 
 肥塚隆[1975: 93]は、Gaṇḍamba 樹には特定していないが、聖樹であると同時に精舎を訪れたブッ
ダを暗示すると解釈している。 
 




精舍『高僧法顯傳』[T. 51, No. 2085, 860b14–15] 」現在遺構が残る祇園精舎址から舎衛城の城址まで
の距離は 450m である。塚本啓祥[1996: 31–32]参照。 
 
283
 その他、『根本説一切有部毘奈耶雑事』[T. 26, No. 1451, 331a4–5] と Divyāvadāna (Divy, 155, 17–20) 
は神変対決の舞台が、舎衛城とジェータヴァナの中間であるとする。平岡聡[2007: 277]を参照。 
 
図 41: バールフット 
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 ＜舎衛城の神変＞を伝える文献資料を収集整理し、4 グル–プ( ～ )に大別し以下に挙げる。 
 
I. Pāli 註釈文献 
1. Jātaka No. 483: Sarabhamigajātaka (序文) [Jā iv, 263, 6–267, 15] = Jātaka No. 29: Kaṇhajātaka 
 (序文) [Jā i, 193, 20–194, 4] 
 Dhammapadāṭṭhakathā 14, 2 (=181): Yamakapāṭihāriyavatthu [Dhp-a iii, 199, 9–230, 14]  『法句譬喩
 経』第 30「地獄品」[T. 4, No. 211, 598c1–599c18] 
 
II. 諸部派の律 
1. 『四分律』(法蔵部・房舎犍度) [T. 22, No. 1428, 946b13–951b5] 
2. 『根本説一切有部毘奈耶雑事』第 26 [T. 26, No. 1451, 329a8–333c13] 
 
III. 仏伝文学 
1. Buddhacarita, Aśvaghoṣa 著, ch. 20, vv. 52–53 =『佛所行讃』第 20「受祇洹精舎品」[T. 4, No. 192, 
 39c16–23] 『佛本行経』第 20「現大神變品」[T. 4, No. 193, 83c27–87a3]  Divyāvadāna No. 27: 
 Aśokāvadāna (Divy, 394, 3 / 401, 13–20) =『阿育王傳』[T. 50, No. 2042, 104a23 / 105b23–25] = 
 『雑阿含経』[T. 2, No. 99, 167b29–c1 / 169c16–21] =『阿育王経』[T. 50, No. 2043, 140a23–29] 
 
IV. 説話 
1. 『佛説義足経』第 10「異学角飛経」[T. 4, No. 198, 180c4–181c21] 
2. Divyāvadāna No. 12: prātihāryasūtra (Divy, 143, 1–166, 28) 
3. 『賢愚経』巻 14「降六師品」[T. 4, No. 202, 360c14–366a11] 
4. 『菩薩本生鬘論』第 4「最勝神化縁起」[T. 3, No. 160, 334c25–336c11] 
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 (1) マンゴー樹の瞬間的な成長287、 
  → マンゴー樹の奇跡 
 (2) 身体の上下から火と水を出す神変  
  → 双神変 ( Skt. yamakaprātihārya) 
 (3) 複数の化仏を出だして遍満させる神変 
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 宮治昭[2002: 6]は、マンゴー樹の神変と双神変とを分けて、3 タイプに分類している。 
 
288
 Milindapañha (Mil, 349, 20–21), Nidānakathā (Jā i, 77, 24–25 / 88, 20), Mahāvaṃsa (Mhv ch. 17, v. 44. 
ch. 30, vv. 81–82. ch. 31, v. 99) Lüders[1941: 63, n. 2]参照。 
 いずれの引用箇所も、双神変が Gaṇḍamba 樹の下で現ぜられたことのみを記す。 
 
289
 Lüders[1941: 66]、Schlingloff[2000]、及び宮治昭[2002: 6]は、南伝に記される＜マンゴー樹の奇跡
＞が最も古い舎衛城の神変説話の表現であるとする。 




樹と Aśoka 樹に置き換えて記しているとする。Schlingloff[2000: 499–500]を参照。 
 
図 42: サーンチー第 1 塔 
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 より踏み込んで解説するならば、フーシェは、とりわけ古代初期インド美術に見られる同じ地域
や場所で起こった個々の出来事をまとめて描く配列傾向を Topographical links (場所優先配列)、それ




291 Poonacha[2013: 361, Pl. LVA] 







 ① ジェータヴァナを購入する： 一番下の右端にジェータヴ
 ァナへ入る門があり、入り口のすぐ左側に荷車が止まってい
 る。そこで、2 人の作業者と 2 頭の雄牛がいる。作業者の 1












ち 3 箇所の碑文は、ブッダ(世尊) (bhagavato293)、アーナンダ(ayasa 
ānadasa
294
)、ラーフラ (ayasa rāhulasa295) の房舎であることを示すためにそれぞれの房舎の屋根
に所有者の名前が刻まれている296。そして、他の建造物の名が 4 箇所に刻まれている。最も上




であった。Nakanishi and von Hinüber[2014: 97 (III. 2, 17)] 
 
293 Nakanishi and von Hinüber[2014: 99 (III. 2, 23)] 
 
294 Nakanishi and von Hinüber[2014: 97 (III. 2, 18)] 
 




 バールフットに建物の名前がその建物の屋根に刻まれている例 Lüders[1963: 93–94, B21, B22] は
あるが、レリーフ内に描かれた造形に対する所有者の名前を sg. gen.で直に記す例は稀である。 
 類似例としてはサーンチー第 3 塔 (Lüders, List. 666. = 塚本啓祥[1996: 868, Sāñcī 795])、サットダ
ーラ第 2 塔 (Lüders, List. 152, 153. (on steatite box No. 1, 2) = 塚本啓祥[1996: 935–936, Satdhāra1, 2])、
ソーナーリ第 2 塔 (Lüders, List. 156. (on crystal box No.1), 157–160. (on steatite box No. 2–5) = 塚本啓
祥[1996: 939–940, Sonāri 3–7]) 等から出土した舎利容器に記される碑文がある。 
 いずれも紀元前 3 世紀頃のもので、舎利容器の蓋の内側、外側、頂部等に、舎利容器に収められ









部にある 2 つの建造物の屋根には、井戸(utupāno297) と、Kosamba 堂 (kosabakuṭi298) と各々に記
されている。Kosamba 堂のすぐ右側には、経行(caka(mo)299) と側面に記された長方形の経行処
が描かれており、表面に 3 足の仏足跡を描くことで、経行を行う様子が表現されている300。中
央に特別大きく描かれた建造物の 2 階の屋根には、香堂 (ga (dha)[kuṭ]i301) と記されているのが
認められる。バールフットでは Kosamba 堂と香堂のみが記されていたのに対して、カナガナハ
ッリ大塔ではそれを継承しつつも、新たに井戸と経行処が設けられている。これら 2 つの建造
物は、仏伝文学には言及が無く、第 2 節(5. 2)に提示した Vinaya: Cullavagga に記される 15 種類
の建造物のうちの 2 つに対応する302。 
                                                                                                                                                                  
 また、もう 1 つの祇園精舎布施図には、3 箇所に碑文が刻まれている。そのうち 2 つの碑文には、
それぞれの房舎の屋根に尊者サーリプッタの房舎 (ayasa sāriputasa vihāro III. 2, 26 ) と 尊者アーナ
ンダの房舎 (ayasa ānadasa vihāro III. 2, 16) と記されている。 
Nakanishi and von Hinüber[2014: 97 (III. 2, 16), 99–100 (III. 2, 26)] 
 従って、ブッダや仏弟子が滞在する建造物はヴィハーラ (Skt. / Pā. vihāra-) と理解されていたこと
が分かる。 
 
297 Nakanishi and von Hinüber[2014: 98 (III. 2, 21)] 
 
298 Nakanishi and von Hinüber[2014: 97 (III. 2, 19)] 
 
299 Nakanishi and von Hinüber[2014: 98 (III. 2, 20)] 
 
300
 バールフットには経行処  (Skt. caṅkrama-, Pā. caṅkama-) が描かれている作例が 3 例ある。
Coomaraswamy[1956: Fig. 71, 87, 145] 
その内 2 例の経行処は長方形の石板で、表面は花々と小枝が散りばめられた表現で、側面には五指
印 (Pā. pañcaṅgulika-) が一列に並んで描かれている。 








堂の付近に経行処が設置されていたことが明らかとなっている。本論 註 262 を参照。 
 





 Nidānakathā (Jā i, 92, 23–28)では約 11種の建造物について記されているが、井戸堂の記述は無い。 











よって知られるブッダに所縁のあるマンゴー樹である(→ 図 44 を参照)。つまり、その樹を一
見することでこのレリーフの舞台が舎衛城の郊外での出来事であることを示すためと考え得
ることが出来よう。 





れ、その門と屋根との間には、ヤクシャ・ピヤンカラ (Pā. Piyaṅkara) と、その母であるヤクシ
ニー、そして合掌しているヤクシャが描かれている304(→ 図 45 を参照)。Saṃyuttanikāya 





                                                        
303 Nakanishi and von Hinüber[2014: 99 (III. 2, 24)] 
 
304
 Zin[2006: 47, 14–24]は、このカナガナハッリ大塔に描かれたヤクシニーが最も古い鬼子母の図像
であると指摘し、後に Hārītī と名付けられる鬼子母神の伝承の原型が SN 1. 10: 6, Piyaṅkara と SN 1, 
10: 7, Punabbasu にあるとする。 
 鬼子母神伝承とヤクシャピヤンカラの接点は、『雑宝蔵経』(106)「鬼子母失子縁」にあり、鬼子
母の子供の 1 人が嬪伽羅（= Pā. Piyaṅkara)という名で登場することを指摘しておく。 
 
  『雑宝蔵経』[T. 4, No. 203, 492a13–15]  
  「鬼子母者、是老鬼神王般闍迦妻。有子一萬。皆有大力士之力。其最小子、字嬪伽羅。此鬼子


























 ところが、それに対応する漢訳  『別訳雑阿含経』 第 320 経 及び『雑阿含経』 第 1321 経の
舞台設定は、マガダ国の鬼子母宮  (『雑阿含経』では畢陵伽鬼子母住處) であり、ニカーヤの伝
承との相違が見られる306。それはつまり、カナガナハッリ大塔に描かれるヤクシャ・ピヤンカ
                                                                                                                                                                  
た以下の『佛本行経』にも確認される。  
 
 『佛本行経』第 18「廣度品」[T. 4, No. 193, 83a3–4]  




  『別訳雑阿含経』 T. 2, No. 100, 480c21–22]  
  「時阿那律中夜早起、正身端坐誦法句偈及波羅延大徳之偈」 
 
  『雑阿含経』[T. 2, No. 99, 362c10–12]  
  「律陀夜後分時、端身正坐。誦憂陀那、波羅延那、見眞諦、諸上座所説偈、比丘尼所説偈、尸






























                                                                                                                                                                  
  『別訳雑阿含経』(320) [T. 2, No. 100, 480c20–21]  
  「爾時尊者阿那律從佛遊行。至彼摩竭提國鬼子母宮」 
 
  『雑阿含経』(1321) [T. 2, No. 99, 362c8–9]  
  「時尊者阿那律陀、於摩竭提國人間遊行。到畢陵伽鬼子母住處宿」 
 
307
 アマラーヴァティー大塔の舎衛城の神変図は 2 例確認される。 
   Sivaramamurti[1942: Pl. 38, 2. / 47, 1] 
 両者ともにブッダは、マンゴー樹では無く、アショーカ樹の下に座っていると指摘した Schlingloff 
[2000: 503–504]は、アマラーヴァティ大塔に伝承される舎衛城の神変図が、説一切有部所伝の律や



































  『佛説義足経』[T. 4, No. 198, 180c23–24] 
  「佛、王舍國に於て教授し竟り、悉く衆比丘を從へ轉た郡縣に到り、次で舍衞國祇桓中に還り





















第 2 期 サータヴァーハナ時代 
第 1 段階 紀元前 1 世紀頃～紀元後 1 世紀 
・ 聖者カッサパゴッタによる伝道図: Kanaganahalli 21 
・ 雪山夜叉とナーガの礼拝図: Kanaganahalli 22  




















・ 誕生図: Kanaganahalli 15  
 Kanaganahalli 15 の下段区画には、図像の特徴からブッダの誕生伝説を図像化した誕生図が描
かれている。続く碑文箇所の彫刻を合わせると、＜誕生＞→＜ブッダを四天王が受け取る＞→
＜灌水＞→＜七歩＞と、場面展開を順序立てて追うことが出来る。この場面展開を伝承する文
献資料が、南方上座部所伝のニカーヤ MN 123: Acchariyabbhutadhammasutta、DN 14: 
Mahāpadānasuttanta と Nidānakathā の 3 つの文献資料のみであることが確認された。従ってカナ
ガナハッリ大塔の誕生図は、南方上座部所伝のニカーヤに依拠した図像表現であると言える。 
 
・ 頭髪礼拝図: Kanaganahalli 09/05 
・ 頭髪礼拝図: Kanaganahalli 32 
・ 出城図: Kanaganahalli 08 

















                                                        






・ 初転法輪図: Kanaganahalli 01 
・ 鹿野苑での法輪柱の供養図: 下段レリーフ石板
 古代初期インド美術の段階に初転法輪伝説を図像化したものは、初転法輪図と鹿野苑での法









・ 祇園精舎布施図: 下段レリーフ石板 
 カナガナハッリ大塔の下段レリーフ石板に彫り出される「祇園精舎布施」図中には 8 箇所に碑文が刻
まれている。バールフットの祇園精舎布施図では Kosamba 堂と香堂のみが記されていたのに対して、
カナガナハッリ大塔ではそれを継承しつつも、新たに井戸と経行処が描かれている。これら 2つの建造
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